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1．この報告書は昭和63年度駒ヶ根東部地区県営ほ場整備事業に伴うもので、文化庁補助事業と

上伊那地方事務所の受託を受けて実施したものである。事業は2年度にわたって行われたもの

で、昭和63年度に発掘調査と一部整理作業を行い、平成元年度に整理作業と報告書刊行を行っ

たものである。

2．本報告書は、同一事業区内にある「反目」「遊光」「小林」「殿村」の4遺跡をまとめて一冊と

したものである。

3．焼土はドット・カマドは網点で表示している。

4．遺構・遺物の縮尺はその都度示してある。

5．遺構の整図は気賀沢進が、石器の実測整図は、林茂樹（小林遺跡）、竹村章子があたった。土

器の実測はスリースペース方式による図化を大半に用い、一部は気賀沢が行い、整図はすべて

気賀沢が行った。

6．土器の容積はスリースペース方式によって計測したものである。

7．報告書の執筆は、以下に示す以外は気賀沢があたった。

第Ⅱ章　第3節　5　　木下平八郎

第Ⅱ章　第4節　　　　林　茂樹

付　編　　　　　　　　友野良一

8．写真撮影は、遺構は木下、林が、遺物は木下、友野が行い、編集は木下が行った。

9．報告書をまとめるに当たり多くの方々から、ご助言、ご指導いただいた。とりわけ殿村遺跡

の縄文前期土器については渋谷昌彦氏、土師・須恵・灰粕関係は笹沢浩・小平和夫氏から適切

な指導を賜り、感謝にたえない。ここに誌して謝意としたい。

10．遺物及び実測図等関係資料は駒ヶ根市立博物館に保管してある。
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第414図　第20号住居址出土遺物
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第446図　第2号住居址実測図
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第I章　調査状況

第1節　調査に至る経過

昭和63年度の県営ほ場整備事業駒ヶ根東部地区施工区域内に、東伊那地区反目遺跡、遊光遺跡

殿村遺跡、中沢地区小林遺跡の4遺跡が含まれてるとのことで、昭和62年10月5日、県教育委員

会文化課、上伊那地方事務所土地改良第2課担当者、駒ヶ根市東部土地改良区関係者、市教育委

員会を交じえて現地協議を行った。

当初計画案として、発掘対象面積が4遺跡併せて65，000I運が示された。1年間でこれだけの広

大な面積の発掘調査はとても無理なこと、また実施するとすればぱく大な費用がいること、さら
●

に、遺跡保護の面から極力埋立保存可能な箇所については、計画変更するよう再検針を依頼して

協議を終わった。

その後土地改側から、反目遺跡については、主要部分は計画通り実施し、湿地帯部分を埋土す

る、また遊光遺跡は半分を埋立保存・殿村遺跡は北側の低い部分を全面埋土する0小林遺跡につ

いては、地形上の制約から計画どおり行うとの検針結果が提示され発掘対象面積は30，000I迂となっ

た。

これに基づき総事業費2900万円の計画書を提出、県の指導により初年度に発掘調査と一部整理、

次年度に本整理と報告書刊行を行うこととした0事業は駒ヶ根市埋蔵文化財発掘調査会が行うこ

とにした。

昭和63年度は発掘調査と一部整理を1，840万円（農政部局分1，334万円、補助事業分506万円）で

実施することとした。

以下事務手続きを誌すこととする。

昭和63年4月16日　国宝重要文化財等保存整備費補助事業計画の内示通知（4月7日付、反目・

小林遺跡分187万円）。

4月18日　埋蔵文化財（反目遺跡）発掘調査の通知を文化庁長官あて提出。

4月27日　国宝重要文化財等保存整備費補助金交付申請（反目・小林遺跡分374万円）を文化庁

長官あて提出。

5月12日　埋蔵文化財発掘調査計画及び経費の見積書提出について、上伊那地方事務所長より

通知。

5月16日　埋蔵文化財発掘調査計画及び経費の見積書（反目・小林・殿村・遊光遺跡農政部局

分1，334万円）上伊那地方事務所長あて提出。

5月18日　昭和63年度県営ほ場整備事業駒ヶ根東部地区埋蔵文化財包蔵地（反目他3）発掘調

査委託業務の委託契約を上伊那地方事務所長と締結。

5月23日　農政部局分1，334万円・補助金分374万円にて駒ヶ根市埋蔵文化財発掘調査会会長と

再委託契約を締結。

一1－



5月24日　埋蔵文化財包蔵地（反目他3）発掘調査に係わる諸届（着手届・発掘調査事務担当

者届・工程表）を上伊那地方事務所長あて提出。

本日発掘調査のための器材準備行う。

5月25日　発掘器材を反目遺跡へ運搬、後グリット設定を行う。

5月26日　本日より、反目遺跡の発掘調査を行う。

5月31日　昭和63年度文化財保護事業補助金（反目・小林遺跡分561，000円）内示。

6月16日　文化財保護事業補助金交付申請書（反目・小林遺跡分）を県教委へ提出。

7月21日　埋蔵文化財（遊光遺跡）発掘調査の通知を文化庁長官あて提出。

7月31日　国宝重要文化財等保存整備費補助金交付決定（6月21日付委保第71号）通知あり。

8月1日　埋蔵文化財（小林遺跡・殿村遺跡）発掘調査の通知を文化庁長官あて提出。

8月16日　現場作業の11月15日までの工期延長願を上伊那地方事務所長あて提出。

8月18日　変更委託契約を上伊那地方事務所長と締結。

8月25日　文化財保護事業補助金交付決定（長野県教育委員会教育長指令63教文第2－29号）

通知あり。

8月30日　国宝重要文化財等保存整備事業の計画変更（殿村遺跡・遊光遺跡分追加、補助金187

万円を66万円追加し、253万円とする。総補助事業対象経費506万円）

9月14日　文化財保護事業の計画変更（殿村遺跡・遊光遺跡追加、補助金561，000円を198，000

円追加し、759，000円とする。）申請書提出。

9月16日　殿村遺跡・遊光遺跡追加に伴なう補助分変更委託契約を発掘調査会会長と締結。

9月17日・反目遺跡も一部を残して一段落となったので、遊光遺跡の調査を始める。

9月19日　反目遺跡西側畑部分後日調査することとして、本日をもって一応終了することする。

10月7日　殿村遺跡の調査開始

10月11日　遊光遺跡9号住居址の炭化物採りあげも終わり、本日をもって遊光遺跡の調査終了

する。

10月12日　本日より調査団の半分によって、中沢の小林遺跡の調査を開始する。

11月10日　小林遺跡の発掘調査終了

11月11日・12日　反目遺跡の残分調査を行う。

11月15日　殿村遺跡の発掘調査を終了。本日にて6箇月にわたる長い調査を無事終了する。

11月21日　国宝重要文化財等保存整備費補助金交付決定変更通知（10月28日付委保第71号）あ

り。

12月20日　発掘調査完了報告書を上伊那地方事務所長あてに提出。

12月21日　文化財保護事業の変更交付決定通知あり。

昭和64年1月5日　埋蔵文化財の拾得について駒ヶ根警察署長あてに届け出。

平成元年1月18日　埋蔵物の受領及び文化財認定について、長野県教育委員会より通知あり。

3月31日　昭和63年度国宝重要文化財等保存整備事業実績報告書提出。同日昭和63年度文化財

保護事業実績報告書の提出
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3月31日　文化財保護事業補助金の確定通知あり。

4月10日　国宝重要文化財保存整備費補助金の額の確定通知あり0

平成元年度は整備作業と報告書刊行作業のみで当初総事業費1，060万月（農政部局分7，685，000

円　補助事業分2，915，000円）で行う予定であったが計画の途中で総事業費1，020万円（農政部局

分739万円：補助事業分281万円）として行うこととなった。以下事務手続きを誌す0

昭和63年6月30日　昭和64年度の農業基盤整備事業等に係る埋蔵文化財について、県教委より

通知あり。

7月11日　昭和64年度の農業基盤整備事業等に係る埋蔵文化財について（反目遺跡外総事業費

1060万円、補助事業分2，915，000円）県教委へ回答。

9月9日　昭和64年度文化財補助事業等計画の事情聴取について、県教委より通知あり0

9月30日　昭和64年度文化財補助事業等計画書を県教委へ提出0

10月11日　昭和64年度文化財補助事業計画の事業聴取、県庁にて

12月8日　昭和64年度文化財関係補助事業計画について、県教委より照会あり。

12月20日　昭和64年度文化財関係補助事業計画（反目遺跡外総事業費1，020万円（農政部局分739

万円・補助事業分281万円）について、県教委へ回答0

平成元年4月10日　消費税導入後の文化財保護事業の取扱いについて（3月20日付庁保伝第54

号）県教委より通知あり。

5月23日　平成元年度文化財関係国庫補助事業計画の内定通知（4月3日付庁保伝第7号）、県

教委よりあり。

4月17日　平成元年度国宝重要文化財等保存整備費補助金交付申請書（補助事業対象経費281万

円・補助金1，405，000円）を文化庁長官あてに提出0

5月8日　埋蔵文化財発掘調査計画書及び経費の見積書提出について、上伊那地方事務所長よ

り通知あり。

5月15日　埋蔵文化財発掘調査計画書及び経費の見積書（農政部局分739万円）上伊那地方事務

所長あて提出。

5月17日　平成元年度県営ほ場整備事業駒ヶ根東部地区埋蔵文化財包蔵地（反目他3）発掘調

査委託業務の委託契約を上伊那地方事務所長と締結。

5月19日　埋蔵文化財包蔵地（反目他3）発掘調査に係わる諸届（着手届・発掘調査事務担当

者届・工程表）を上伊那地方事務所長あて提出0

5月29日　農政部局分7．39万円、補助事業分281万円にて、駒ヶ根市埋蔵文化財発掘調査会会長

と再委託契約を締結。

本日より本年度の整理作業を始める。

7月10日　平成元年度文化財保護事業（県費補助金）の内定通知（4月3日付元教文第2号）

あり。

7月15日　文化財保護事業補助金交付申請書（県費補助金421，000円）県教委あて提出0

7月18日　国宝重要文化財等保存整備費補助金交付決定（7月18日付委保第71号）通知あり0
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8月10日　平成元年度農業基盤整備事業等にかかわる埋蔵文化財の保護措置に係る委託契約に

ついて、県教委より通知あり。

9月11日　平成元年度文化財保護事業補助金の交付決定（長野県教育委員会教育長指令元教文

第2－11号）通知あり。

平成元年3月11日　発掘調査完了報告書を上伊那地方事務所長あて提出。

発掘調査事業費一覧表　　　　　　　　　　単位：円

農政部局分
補 助‾事 業 分

合　　 計 ・
国庫補助金 県費補助金 市負担金 計

昭和63年度 13，340 ，000 2，530 ，000 759 ，000 1，771，000 5 ，060，000 18 ，400，000

平成元年度 7，390 ，000 1，405 ，000 421 ，000 984，000 2 ，810 ，000 10 ，200 ，000

・合　　　 計 20 ，730 ，000 3 ，935，000 1 ，180，000 2 ，755 ，000 7 ，870 ，000 28 ，600 ，000
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第2節　調査体制

・駒ヶ根市埋蔵文化財発掘調査会

顧　問　小平　善信（駒ヶ根市文化財保存会会長）

中山　敬及（駒ヶ根市教育委員長）

会　長　木下　衛（駒ヶ根市教育長　平成元年9月30日まで）

高坂　保（　　〝　　　　平成元年10月1日より）

理　事　福沢　　亘（駒ヶ根市教育次長）

〝　　友野　良一（駒ヶ根市文化財審議会会長）

〝　　松村

〝　　新井

〝　　竹村

〝　　吉江

〝　　福沢

〝　　下村

義也（　　　　〝

徳博（　　　　〝

進（　　　　〝

修深（　　　　〝

正陽（駒ヶ根市立博物館長

幸雄（　　　〝

副会長）

委員）

）

）

昭和63年6月30日まで）

昭和63年7月1日より）

監　事　下平　基雄（駒ヶ根市収入役）

〝　　北沢　晋六（駒ヶ根郷土研究会会長　平成元年3月31日まで）

〝　　宮脇　昌三（　　　　〝　　　　平成元年4月1日より）

幹　事　堀　勝福（駒ヶ根市教育委員会社会教育係長　昭和63年6月30日まで）

〝　　気賀沢善則（　　　　　〝　　　〝　　　昭和63年7月1日より）

〝　　滝沢　修身（　　　　　　〝　社会教育係）

〝　　気賀沢　晋（駒ヶ根市立博物館）

〝　　青木　道子（　　〝　　）（平成元年4月1日より）

〝　　白沢　由美（　　　〝　　　）

・発掘調査団

団　長　友野　良一（日本考古学協会員）〈反目・遊光・殿村遺跡発掘担当者〉

〝　　林　茂樹（　　〝　　）〈小林遺跡発掘調査担当者〉

調査主査　気賀沢　進（　　〝　　）〈発掘担当者〉

調査員　北沢　雄喜（辻沢遺跡群研究会会員）

〝　　木下平八郎（長野県考古学会会員）

〝　　小町谷　元（上伊那考古学会会員）

〝　　小松原義人（長野県考古学会会員）

〝　　田中　清文（　　　〝　　　）

〝　　吉沢　文夫（辻沢遺跡群研究会会員）

〝　　和田　武夫（長野県考古学会会員）（50音順）

駒ヶ根市埋蔵文化財発掘調査会事務所　駒ヶ根市上穂栄町23番1号

駒ヶ根市立博物館内
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第3節　発掘調査日誌

昭和63年度

・反目遺跡

5月24日（州　発掘器材手入れ及び運搬準備

5月25日㈱　発掘器材運搬、後グリッド設定

5月26日困　テント設営、現場の麦刈り。午前10時から発掘調査開始式。10m毎に1箇所2×

2m四方のグリッドを設定し試掘行う。

5月27日㈲　昨日に引き続き10m毎に試掘調査を行う。16ラインより北県道わきは黒色土厚く

下部は湿地帯となる。各所において住居址らしき落ち込みみられる。調査区域全域に試掘が

済んだため、21～26－K～Sにさらに細かくグリッド掘り行う。24－M北東部に住居址落ち

込み確認する。

5月28日田　雨のため作業中止

5月29日（日）休

5月30日（月）24－M東北部に確認された住居地の拡張確認を行い1号住居址（以下住とする。）

とする。1号住の南西部23－M、26－S隼も住居址らしき落ち込み確認。周囲を全面発掘す

る。

5月31日㈹　21－た、21－P、21－V、21－あグリットの断面測量・写真測量。昨日に引き続

き全面拡張2～6号住を確認。2号住と北東の5号住、南の3号住は重複の可能性あり。

6月1日㈱　5号住北側確認に努める。1～6号住精査。2・3・5号住は通しのセクション

ベルトを設定する。4号住ほぼ掘り下げ終了、遺物少なく時期ははっきりしない。5号住は

大形住居址。6号住も大形住居址で、中央部にカマドあり別に一軒住居址あると思われる。（7

号住）

6月2日困　雨のため作業中止

6月3日働　雨のため作業中止。

6月4日田　前日までの雨のため排水作業を行う。雨が降り始めたため、9時半にて本日の作

業も中止する。

6月5日（日）休

6月6日（月）1・2・3・5・6号住掘り下げ。2号住は5号住に貼床しカマドを作っている。

1号住、2・3・5号住、6号住セクション図作成。

6月7日（灼　1号住完掘、2号住完掘写真撮影、カマド断面掘、断面図作成。3号住荒掘終了、

北東部床面に小児の頭大粘土塊3個ある。5号住貼床部残し、荒掘終了。6号住荒掘終了。

4号住北側に方形の小竪穴ある。

6月8日㈱　3号・5号住精査。7号住カマド断面調査。1～6号住の北側部分グリッド掘。

午後3時にて作業中止。

6月9日㈱　5号住精査。6号住北に住居址らしき落ち込みあり拡張する（8号住）。8号の西

井をまたいで3～4箇所落ち込み確認拡張する。

6月10日㈱　1号住実測。3号住清掃・写真撮影。5号住精査・写真撮影・実測。昨日に引き

続き7号住カマド断面調査。昨日確認された住居址と溝状遺構拡張。

6月11日田　3号・5号住埋襲炉断面調査・取り上げ。3号住実測。6号住清掃。昨日同様拡

張の結果9～11号住確認。
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6月12日（日）休

6月13日（月）6号住清掃。4号住・1号竪穴址実測。8～11号住精査。9号住は南側の10号住

に貼床している。

6月14日（州　8～11号住精査。11号住北に確認されている溝状遺構調査。6号住埋嚢炉調査取

り上げ。9～11号住断面図作成。10号住南に落ち込みあり井の東にある7号住の西部分と思

われ調査するも住居址は確認できなかった。

6月15日㈱　6号住実測。8号住精査断面図作成。9号住清掃実測。9号住貼床壊して10号住

精査。11号住精査。10号・11号住南側全面拡張する。11号住の南に12号住確認。

6月16日㈱　8号住清掃写真撮影。10・11号住写真撮影実測。9号住カマド断面調査。10・11

号埋嚢調査。全測図とる。昨日に続く拡張の結果36－お井のきわに煙道と落ち込み確認13号

住とする。

6月17日幽　昨日に続き36～41－さ～たの表土はねと漸移層までの掘り下げ。埋土厚く西に行

くに従い深くなる。12号住の南西に幅10～15とmの黒色の方形溝状遺構2基確認。溝状遺構は

南西に幅2m程で続いている。

6月18日田・19日（日）休

6月20日（月）表土厚く手掘りでは作業がはかどらないので、西側の水田51～56－は～やの表土

はぎ、遺構検出を行う。数箇所に住居址の落ち込みと柱穴址みられる。

6月21日（畑　昨日に続き南側の表土はぎと遺構検出に努める。雨のため午後2時にて、作業中

止。

6月22日㈱　表土はぎと遺構検出と行う。新たに確認された14～17号住と1号柱穴址、1号土

壌、12号住精査。1号柱穴址は15号住の覆土中に一部あり測柱式である。

6月23日㈱12～17号住、1号土墳精査。1号土壌より完形の灰粕碗出土する。14号住の西側

は溝状遺構によって壊されている。16号住は西の17号住に切られている。午前中にて作業中

止。

6月24日働　雨のため作業中止。

6月25日田　雨のため作業中止。

6月26日（日）休。ボーイスカウト現地研修会午前9時～11時まで。

6月27日（月）天候不順のため、作業はかどらず気が目入ってくる。12～17号住精査。14号住の

南西に18号確認調査行う。18号住と16号住の間にもう一軒ある可能性大きい。1号・2号方

形溝状遺構精査。1号土横断面図作成完掘。第14号断面図作成。雨のため午前中にて作業中

止。
＼

6月28日（畑　2号・3号土墳断面調査後完掘。12～18号住精査。1号柱穴址写真撮影、12号住

清掃写真撮影。18号と16号との間の19号住精査。68・ま東半分住居址らしき（20号住）落ち

込み確認確認。にわか雨のため午後3時にて作業中止。

6月29日㈱16号・17号・19号住精査。16号住の西には別の住居址が重複している。15号住、

1号、2号溝状遺構清掃写真撮影。1号柱穴址、1号土墳実測。20号住付近の拡張昨日同様

行う。

6月30日柄　雨のため作業中止。

7月1日働12号住、1号・2号方形溝状遺構実測。29日同様拡張。

7月2日田　作業午前のみ。13号住・17号住精査。20号住商一帯の表土はぎ遺構検出行う。

7月3日（日）休
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7月4日（月）今日より大望の重機による排土作業が行われる。76～86－さ～はの排土。排土後

遺構検出行い21・22・23号住確認する。12号住埋賓炉調査。13号住精査西カマドぎわより遺

物集中して発見される。焼失家屋である。14号住精査。15号住清掃写真撮影、埋嚢と伏賓確

認。16号住精査、炉西に伏賓、南入口部に埋餐確認。20～23号住精査。縄文と土師の重複が

はげしい。

7月5日（州　昨日同様重機によって51～75－た～なの排土。13号・20号～23号住精査。23住の

西に24号住確認。14号住灰だまり掘り下げ。16号～19号住清掃写真撮影。23号住より鉄斧出

土する。

7月6日㈱　21～23号住土層断面調査の後精査。22号住の南の25号住精査。22号・23号住の東

に26号住確認調査行う。15号住・1号住穴址の北の27号住精査、開田時に削られており、床

面まで浅い。23号住床面に縄文の埋賓出土住居址が壊され埋襲のみ残ったものとし28号住と

する。’重機による表土はぎ76～78－T～さ、31～41－さ～た。

7月7日困　21・22・23・25・26・27号住精査。23号住の南東に26号住と同一床面の30号住確

認。さらに東に31号住も確認される。21号住の南西に29号住確認。

7月8日㈲　23号住、26号住写真撮影後灰だまり調査。31号住と26号住の間に32号住あり精査

する。27号・30号住精査。31号住の北に33号・34号住発見される。この一帯は住居址の密集

地帯である。13号住実測。

7月9日田　作業午前中のみ。23号住灰だまり精査。30～34号住精査。

7月10日（日）休

7月11日（月）雨のため作業中止。

7月12日（日）1号溝状遺構掘り下げ。22・23・25・26・30号住清掃写真撮影。33・34号住精査。

15号住東に35号住確認精査。

7月13日㈱　21号住清掃写真撮影。32～35号住精査。32～34号住写真撮影。35号住の北に36号

住検出精査。35号住は焼失家屋。23号住カマド断面調査。28号住埋設土器調査取り上げ。22・

23号住実測。

7月14日困　午後雨のため作業中止。31号住の東と南に37・38号住確認精査。23号住カマド調

査。24・29・32号住精査。29号住遣物多し。37・38号住精査。

7月15日陰）雨のため作業中止。

7月16日田　天候不順のため作業員少なし、雨のため午前中で作業中止。64～65－ぬ～ふ耕土・

土手はずし。

7月17日（日）休

7月18日（月）24・29・32・35～38号住精査。20号住東削平部分の遺構検出努める。40・41号住

確認。21号住カマド精査。26・30号住実測。29号住の西に一段高い床あり39号住とする。

7月19日（州　24・29号住精査。24号住炉調査。21・23号住カマド調査。30号住埋嚢調査。37・

38～41号住精査。56－な中心に大形住居址（42号住）確認。31・34号住実測。

7月20日㈱　雨のため午後3時にて作業中止。32・39～42号住精査。41号住南に開田時に壊さ

れ43号住確認、精査する。36号住実測。

7月21日㈱　29・39号住精査。29号住南に落ち込みあり堪号住として調査するも住居址とはな

らず44号住は欠番となる。32・38号住ほぼ完掘。35・36・40～43号住精査。35号住は焼失家

屋にて炭化材多く手間取る。36号住南西単独埋嚢取り上げ。36号住実測灰だまりの遺物取り

上げる。
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7月22日働13－25号住カマド精査。31号住カマド実測。27・33号住実測。35・37・38号住清

掃。39～43号住精査。42号住の外側に45号住確認。さらに41号住に切られ東側に46号検出0

7月23日田　作業は午前中で終了。27・33号住灰だまり調査。38号住内土墳調査041・42・45・

46号住精査、42号住は弥生時代の45号住の中央部に作られ床面差はほとんどない042・46号

住の南側一帯遺物多くでるも住居址もプランはっきりしないため幅30cmのサブトレンチを33

号住に向かって設定調査する。2箇所で床面を確認。

7月24日（日）休

7月25日（月）午前中東伊那公民館寿学級の皆さん現地見学（約30名）。41号住完掘写真撮影042・

45号住精査。33号住灰だまり調査。昨日検出された床面の住居址（47号住）の範囲の検出に

努める。29号・39号住セクションベルト取りはずし精査行う。重機によって井をつけかえる。

さらに16号住の西側一帯の表土はぎ行う。

7月26日（畑　29・39・46・47号住精査。42・45号セクションベルトはずし精査031号住灰だま

り調査。32・33号住清掃写真撮影。47号住東と南の柱穴群調査。35号住実測021・23・25・

31号住カマド調査。昨日に続き重機による表土はぎ道北畑部分まで行う0

7月27日㈱　29号埋賓調査。39号住炉断面調査。32・37・38号住実測。42・45・46号住清掃0

16号住の西側に大形の49号住、16号住に接して50号住検出0排土が終ったので、17・18号住

調査行う。43号住精査。2・3号柱穴址写真撮影実測。

7月28日㈱　雨のため作業中止。

7月29日幽　29号住埋襲取り上げ。32号住炉断面調査。35号住測量及び炭化材採集。17・18号

住精査。46・47号住炉調査。48・49号住精査。42・45号住清掃写真撮影048号住精査。49号

住北東住51・52号確認。東伊那地区′ト中学生50名ほど見学。

7月30日田　作業午前中のみ。48・49号住精査。49号住周溝南に床面らしきものあり53号住と

する。17・18・47号住清掃写真撮影。

7月31日（日）休

8月1日（月）42・45号住実測。42号住カマド及び灰だまり調査。48号セクションベルトはずし

精査。45号住埋蛮炉調査。46号住実測。17・49号住精査清掃写真撮影050・51・52号住精査0

8月2日（火　教育委員会主催市内小学6年生対象の考古学教室34名の参加で行う050～53号住

精査。15・43・46号住実測。

8月3日帥　40号住炉断面調査。43・48号住清掃写真撮影。43号住埋嚢調査。15号住埋設土器

取り上げ。50～53号住精査。

8月4日㈱　遺構全測。48号埋餐取り上げ。50～53号住精査。49号住南西に54号住確認049号

住灰だまり調査。早稲田大学滝口教授、県土地改良課10名見学。

8月5日㈲　土墳10・16～19号、50号住実測。17号住西落ち込み55号住とし精査050～54号住

精査。53号住は壁等不明で住居址の可能性なく欠番とする。

8月6日田　作業午前中のみ。51・52・55号住精査。51号住は焼失家屋。54号住清掃。54号住

西に56号住検出。

8月7日（目）休

8月8日（月）54・55号住清掃写真清掃。49・55号カマド調査。52・56号住精査049・51・16・

50号住の間に床面のみの57号確認調査する。49号住の西に58号住検出精査。54・55号住実測0

8月9日（州　49号住カマド調査。51号住の清掃及び埋嚢調査。52号住精査。56号住清掃写真撮

影。58号住大形の住居址で西と北で住居址を切っている。
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8月10日㈱　52・56号住清掃写真撮影。57号住精査。58号住精査床面よりやや浮いて遺物多量

に出土。54号住の北に59号住あり調査する。

8月11日㈱　57号住清掃写真撮影。59号住の北に数軒の住居址ある。60・61・62号住確認。52

号住北西に63号住、58号住北に切られた64号住確認精査。48号住精査清掃写真撮影。52・56

号住実測。

8月12日働～16日（州　盆休みのため作業中止。

8月17日㈱　64号住南に58号住に切られた65号住、63号住の東に66号住、西に67号住検出精査

する。62号住は遺物多く大形住居址である。

8月18日㈱　64号住と67号の間に68号住、60号住の北西62号住の南に69号住、62号住の西に70

号住確認する。61～70号住精査。62号住は礎石を持つ。67号住は68号住に一部貼床。58号住

実測。

8月19日働　雨のため午後2時30分にて作業中止。61・62・68号住精査清掃。64～67・69・70

号住精査。62号住南の1号ロームマウンド、65号住南の2号ロームマウンド精査。61号住居

址内土壌24からは土器4個体が重なるようにつぶれて出土。調査地区南東部分バックホウに

て漸移層削平作業。

8月20日田　雨のため午後1時30分にて作業中止。60・62・69号住清掃。70～74号住精査。34

号住北に75号住あり精査。

8月21日（日）1号ロームマウンド、60号住清掃。70～75号住精査清掃写真撮影。63・66号住実

測。19日にバックホウにて漸移層を削った調査地南東部81～87－F～K付近の遺構検出に努

める。住居址の重複なのかプランがはっきりつかめない。

8月22日（月）60・63・66～69号住実測。66号住カマド調査。68・70号住埋設土器取り上げ。昨

日同様南東部の遺構検出行う。重複して76～79号住確認。

8月23日（劫　62号住カマド調査。60・61・69号住埋設土器取り上げ。75号住精査。南西部はさ

らに85号住まで確認され精査する。

8月24日㈱　雨のため午後2時30分にて作業中止。76～85号住精査。75号住内土壌27・28号精

査。全測行う。

8月25日㈱　81・83～86号住精査。56号住南に4基（87～90号住）の住居址が重複して確認さ

れ精査する。75号住清掃写真撮影。75号住カマド調査。85号住の北西に91号住、81号住と86

号住の間に92号住検出精査。

8月26日㈱　76～83号住清掃写真撮影。87～90号住精査。89号住北に土壌31～34あり調査。

8月27日田　作業午前中のみ。85号住精査及び清掃。84号住を85・93・81号住が切っている。

88号住精査。75号住カマド調査。78・79号住実測。

8月28日（日）29日（月）作業休

8月30日（刈　85・86・88号住清掃。82・83号住実測。77・83号住埋設土器調査。93～98号住精

査。96・97号住北側重機にて排土。

8月31日㈱　79・87～90号住・土墳31～34実測。85・93・94号住清掃。95～98号住精査。96号

住は95号住に切られ礎石を持つ大形住居址。98号住北に99号住あり精査。96号住より小形の

灰粕の横瓶の完形晶出土。

9月1日㈱　99号住北に100号住確認。95～100号住精査。96・100号住北側には住居址がいくつ

か続きそう検出に努める。81・84・86・92号住実測。84号住伏聾調査。10個の把手を持つ大

形の優晶である。

－10－



9月2日㈲　96号住北に101号住、その西に102号住確認調査する098号住の西にカマドがあり、

縄文（98号）との重複居住址あり、103号住とする0101号住東覆土中に別の住居址（104号住）

のカマド確認。

9月3日田　95・96号住清掃写真撮影。100号住カマド手前に2m四方の落ち込みありカマドを

持ち105号住する。102、104号住精査清掃。101・102号住の北重機にて排土する。

9月4日（日）日曜日のため作業員少ない。98・99・101号住精査0102号住実測。99・100号住北

東に住居址ありそう検出に努める。

9月5日（月）・6日（州　雨のため作業中止。

9月7日㈱101・102・104号住の北遺構検出を行う。

9月8日困　午前中昨日同様遺構検出行う。99・100・103・105号住清掃写真撮影099号住北106

号住精査。107～112号住確認精査。107号住は床のみで壁なし。111号住を一部壊して長方形

の土壌54ある。108号北に113号住、106号住北に115号住102号住北に114号住確認0

9月9日幽101・106～108・110～115号住精査。土壌54より小形水瓶、灰粕段皿完形晶出土0

114号住西に116・117号住確認調査する。106号住2個の埋設土器確認する0

9月10日田

精査する。

9月11日（日）

9月12日（月）

居か不明。

9月13日（畑

108、110～115号住清掃。99・109号住実測、111・116号住北に118～124号住確認

119号住は西は124号住と重複し、東は炉の半分を120号住に壊されている0

雨のため作業中止

朝の内天候悪く作業員少ない。116～124号住精査0121号住は炉が2個あり重複住

122号住は床面のみで壁は検出できない。108・110号住実測0

118・121・123号住精査清掃。121号住北に大形の125号住西に接して126号確認精

査。

9月14日㈱125・126号北側重機にて漸移層削る。127～130号住検出調査する0129号住は127・

128号住の間にあり両住居址が貼床している。106・113号住埋設土器調査0100・105・106・

108・110・113号住実測。

9月15日㈱　台風のため風強い。125・126号住清掃写真撮影0127・128号住精査後貼床壊し129

号住調査。130号住完掘。128号住の西に131・132号住確認精査0101・104・114号住実測0101・

114号カマド調査。

9月16日幽129・131・132号住完掘。112・114号住実測0西畑部分の調査は他地区の調査終了

次第行うこととし明日から主体は遊光遺跡に移すこととし、器材片付けを行う0

9月17日田116～120・124号住実測。

9月18日（日）121・122・123・125・126号住実測。

9月19日（月）127～132号実測残務整理終了。

11月11日幽　残してあって畑部分の調査行う。一部の作業員にて調査行う0136・137号住確認

精査する。

11月12日田137号住の北東に138号住検出調査。136～138号住清掃写真撮影実軌これにてす

べて反目遺跡の調査を完了する。

・遊光遺跡

9月17日田　遊光遺跡テント設営。本日より調査開始する。調査地点南側26～31－た～ま地場

削平作業行う。

9月18日（日）一般作業は中止。
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9月19日（月）平安時代と思われる4基の住居址（1～4号住）確認精査。1号住の南2号住は

南側の水田開田時に壊されている。1・2・3号住と深い落ち込みである。4号住は浅いが

火災にあっている。

9月20日（州　雨のため作業中止。

9月21日㈱1～4号住精査。3号住の西に落ち込みあり精査行う。3号住はカマド付近に多

くの土器が出土し、礫も多くみられる。

9月22日困　1～4号住精査。3号住西の5号住は最終的に住居址ではない。6～16－そ～ま

の地場はぎ行う。5・6・7号住確認精査。

9月23日働　小雨パラつき、また祭日のため作業員少ない。3・4号住実測。4号住炭化材取

り上げ。3号住遺物取り上げ。5～7号住精査。

9月24日田25日（日）雨のため作業中止。

9月26日（月）1・3号カマド精査。7号住西と南バックホウによる地場はぎ行う。5～7号住

精査清掃。土壌4～9精査。

9月27日（刈　雨のため午前11時にて作業中止。5～7号住清掃。1・3号住カマド調査。16～

21－た～な地場はぎ。8・9号住確認重複関係はまだ不明。

9月28日㈱　6～21－な～ね漸移層地場はぎ行う。雨上がりのため作業困難。1～3号住カマ

ド調査。8・9号住精査。8号住は南西部を9号住に切られている。

9月29日㈱　8～21－な～は地場剥ぎ行う。6～ね～21－ね方向に幅2m程の浅い溝状遺構確

認。9号住精査ロームブロック・灰・焼土の混じった覆土を除くと屋根材と思われる炭化材

が板状に全面的に検出される。それと交叉する構造材も確認される。土墳10～14検出調査。

5号住南に10号住確認西には柱穴址が続く。

9月30日㈱　雨のため作業中止

10月1日田　9号住精査全面に炭化材あり調査困難。10号住精査。柱穴址調査行う。

10月2日（日）午前中測量のみ行い、一般作業は中止。

10月3日（月）9号住清掃写真撮影。柱穴址群精査。7号住炉調査。8号住カマド精査。溝状遺

構精査遺物まったくなく木材の投入がみられ旧道と考えられる。

10月4日（州　8号住カマド精査3号住同様左側の方形の落ち込み確認される。9号柱炭化材検

討。10号住南柱穴址精査。

10月5日㈱　航空写真測量実施。‘器材片付け。午後2時より奈良文化財研究所宮本室長9号住

炭化材現地視察つづいて記者会見。内陸では珍しい屋根の上に土をのせた陸屋根型式の住居

と断定され、現地保存無理なら炭化材の取り上げを検討してほしいとの要望あり、ウレタン

処理による資料保存を行うこととした。炭化材採取を除いて調査を終了し、殿村遺跡へ移動

する。

10月6日困　雨のため作業中止

10月9日（日）9号住の炭化材発泡ウレタン処理による取り上げ作業。

10月10日（月）昨日同様炭化材取り上げ。床面精査。整然とした柱穴と炉確認。本日にて遊光遺

跡の調査完了。

10月11日（畑　9号住写真撮影。

・殿村遺跡

10月7日㈱　本日より調査開始。テント設営。重機による耕土と地場はぎ行い、下部の調査を
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行う。縄文中期に混じって前期の土器や、黒耀石フレイク出土し期待が持たれる0

10月8日田　昨日に続き遺構検出に努める。黒色の落ち込み3箇所確認。昨日同様縄文前期の

土器出土する。

10月9日（日）・10日（月）作業中止。

10月11日（州　2～14－た～ち遺構検出。前日に確認された1・2号住精査。今日より小林遺跡

の調査を併行して行い始めたので作業員少ない。

10月12日（水1・2号住精査。2号住北西部は他住居址と重複している。雨のため午後3時に

て作業中止。

10月13日㈱1・2号住清掃写真撮影。1～3－お～くに円形プランの落ち込みあり3号住と

する。覆土中より縄文前期の土器出土。

10月14日幽　3号住精査南側は除外地である。調査区南西ぎわに4号住検出精査0その東側に

溝状遺構が一部検出される。深さ70cmほどある。

10月15日田　本日は中沢小林遺跡は作業中止、一部作業員合流する。3号住清掃写真撮影0　4

号住精査掘り込み深い。2号住西黒色土の落ち込み5号とする。覆土中より土師に混じって

縄文前期土器出土する。別の住居址ある可能性があり、北側を6号住とする。5号住は貼床

でその下部を7号住とする。1号住北東に8号住確認精査。

10月16日（日）休

10月17日（月）4号住・8号住精査。8号住より縄文前期神の木式土器出土。

10月18日（州　雨のため一般作業中止。道具の修理と遺物整理行う。

10月19日㈱　3・4・8号住清掃写真撮影。4号住東の溝状遺構精査弥生式土器出土し方形周

溝墓と考えられる。溝は5号住を切っている。南西部は4号住に切られている0　2号住北の

小竪穴（1号）より縄文前期初頭土器出土。5号住は弥生の埋賓炉検出。

10月20日困1・2・3号住実測。4・5号住の漸移層精査。縄文早期末から前期初頭の土器

多量に出土。

10月21日幽　昨日に続き漸移層精査。遺物多し。

10月22日（土）方形周溝墓遺物精査及び主体部調査。5号住精査清掃写真撮影の後、貼床壊して

方形周溝基の調査行う。

10月23日（日）方形周溝墓清掃写真撮影実測。9号住精査。周溝墓内竪穴調査。5号住実測0

10月24日（月）作業休

10月25日（畑　雨のため午後3時30分にて作業中止。5号住貼床壊し、7号住北の6号住精査0

6・7号住は同一床面で連続している可能性強い。′ト竪穴5精査

10月26日周　6・7号住居址精査縄文前期の土器多量に出土。

10月27日困　小林遺跡作業1時中断したため作業員合流する。幹線道路東第Ⅱ地点精査。西側

は開田時に削られている。東側は黒色土深く自然流路である。方形周溝墓北9～11－た～ち

漸移層精査縄文前期遺物多し。6・7号住、9号住精査。8号住北に落ち込みあり確認行う。

10月28日幽　9号住精査一部6号と重複切っている。8号住北に10号確認さらに北西に重複し

て11号住その東に12号住重複して検出される。各住居址精査。

10月29日田　9号住清掃写真撮影実測。9～12－そ～ちⅣ層精査遺物多い。10号住完掘実測0

11号住精査10号住貼床下部調査。12号住精査。10号住東部分貼床下に13号住検出精査する。

6・7号住精査7号住は6号住と同一床面にて同一の住居址とし7号住欠番とする。6号住

一担遺物を採り上げ下部調査行う。
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10月30日（日）作業員少ない。一日中寒風が吹く。4号住実測。1・2・4・9号住カマド精査。

2～8号小竪穴清掃。6号住精査。

10月31日（月）6号住精査遺物多い。11～13号住精査。4・9号住カマド精査。9～12－た・ち、

11、12－せ、そⅣ層精査。6号住北に14号住確認精査する。北側一帯重機にて排土する。

11月1日（火11～13号住清掃実測。6号住精査。14号住精査完掘。9号住カマド調査。9～12－

た・ち、11・12－す～そⅣ層精査遺物多い。

11月2日㈱　6号住精査。11～14－し～つⅣ層精査遺物多く住居址があると思われる。14号住

実測灰だまり調査。

11月3日㈱　6号住遺物採り上げ清掃。14号住灰だまり調査南西貼床下の小竪穴11調査。昨日

同様11～14～し～つⅣ層面精査、15・16号住検出精査。

11月4日幽16～26－か～つ遺構検出に努める。15・16号住精査、16号住は重複の可能性ある。

17・18・19号住確認精査。

11月5日田　朝雨のため作業中止

11月6日（日）15・16号住精査。16号住南に同一床面の20号住検出縄文前期初頭の住居址である。

17・18・19号住精査18号住の南にわずか貼床した21号住ある。

11月7日（月）15～21号住精査。21号住の西に22号住、17号住南に24号住確認精査。

11月8日（州17・18・21号住清掃、15号住精査。22・24号住精査。

11月9日㈱15号住精査覆土中の磯群調査。小竪穴12精査。22号・24号住精査。22号住東には

25号住確認調査する。

11月10日㈱19・22・24・25号住精査。19号住の西貼床下に26号住さらにその北に27号住が確

認される。

11月11日㈲14号住カマド精査。25～27号住精査。22号住灰だまり調査。22号住は西と東にカ

マドを持ち別の住居址の可能性もある。土墳6・7・8号調査。

11月12日田　土壌6～9号精査。25～27号住精査。19号住北東に重複する28号住検出。28号住

北に29号住あり精査。

11月13日（日）28号住の西に30号・34号、29号住の北に31号・32号・33号住検出精査。さらに27

号住の北西に35号住精査。′J、竪穴10・19号精査。

11月14日（月）26号・31～35号住精査。35号住は貼床で下部に40号住ある。35号住北に37・38号、

一段上の北の田に39号住確認遺物多し。

11月15日（火　37・38・39号住精査。35号住貼床壊して40号住精査。29～32号住実測。

11月16日㈱　昨日掘り残した37～40号住の遺物採りあげ及び清掃。午後器材洗浄テント撤収。

本日にてすべての発掘完了。

・小林遺跡

10月11日（州　本日より調査団を分けて当遺跡の調査を開始する。テント設営、器材準備。重機

による表土はきができなく手掘りのため、発掘区の草刈りを行いグリットを設定する。

10月12日㈱　雨のため午後4時にて作業中止。残りの草刈り終わり次第8・10－き、8－し、

11－そグリット掘りを行う。耕土15cmで地場となる。砂層のため地場はあまりはっきりしな

い。下層もすべて砂層で層位ははっきりしない。陶磁器片出土。

10月13日困10－きG砂礫層掘り下げる。一部暗褐色の砂質土あり。縄文中期の大形破片出土、

11－き、9－ち、23－け、26－く・さ、30－きG掘り下げ。
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10月14日㈱　23・32－し、26・29－さ、25－け、25－そ、26－す、29・33－せG掘り下げ、礫

に混じって土器・石器出土。遺物多く出土するので拡張して確認行うこととする。

10月15日田・16日（日）作業中止

10月17日（月）金曜に続きグリット拡張。遺物多く磯もみられ配石の可能性もある0

10月18日（畑　雨のため現場作業中止。調査員遺物整理道具手入れ行う0

10月19日㈱　引き続きグリット拡張行う。遺物多く配石は幅2m前後で弧状となりそう0

10月20日㈱　昨日拡張部の配石調査。配石は弧状二列になり、その間に円形状の配石もみられ

る。

10月21日㈲　配石周辺グリット耕土はぎ。

10月22日田　昨日耕土はぎを行った30・3トく～そ、24・25－さ・し、27～29－そのグリット

の配石精査。

10月23日（日）昨日までに検出した配石の清掃

10月24日（月）作業休

10月25日（州　雨のため午後3時半にて作業中止、配石内清掃。遺物写真撮影0

10月26日㈱　配石清掃、1トさ、1トけ、10－く、27－ち、33一つグリット下部まで掘り下げ0

本目にて作業一時中断する。

11月7日（月）㈱パスコによる航空写真実測行う。

11月8日（畑　配石の実測終了したため配石の石をはずし下部の調査行う028－し・すグリット

に縄文中期初頭の土器・石器集中出土。南側の礫群は下部に磯が続いており自然のものか不

明のため一部掘り下げ調査を行う。

11月9日㈱　昨日同様31～32－け～せの礫下部調査を行う。非常に乱雑な状態で堆積しており、

配石と考えるには問題があるとの結論で小林遺跡の調査は本日で終了する0

11月10日困　器材撤収して殿村遺跡へ運ぶ。

・整理作業

現場作業に並行して、遺物の洗浄一部遺物復元・註記作業を行った。

7月21日から反目遺跡の遺物洗浄作業を行う。

10月11日　反目遺跡の遺物復元作業。

10月13日　殿村・遊光遺跡の遺物洗浄作業。

11月17日　発掘調査終了のため本格的整理に入る。整理作業員を増員して註記作業を中心に行

う。

12月10日　遺物洗浄作業終了。

12月20日　本日にて63年度分の事業終了。本日以降気賀沢が図面整理、遺物復元を3月まで行

う。

平成元年度

本年度事業は、昨年度実施した反目遺跡外3遺跡の整理作業と報告書刊行であり、5月29日

より事業を開始した。土器の実測については、効率化を図るため大半をスリースペース方式を

採り入れて、株式会社パスコに委託して行った。
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第Ⅱ章　調査遺跡

第1節　反目遺跡

1　位置と地形（第1・3図）

当遺跡は駒ヶ根市東伊那栗林に所在する。JR飯田線大田切駅より東へ約3kmに位置し、標高

は610m前後である。反目遺跡は栗林地区の曽利目に位置しており、その点からすれば曽利目遺跡

とするのが妥当との考えもあるが、江戸時代の検地帳に反目の記載もあり、登録遺跡名が反目遺

跡とされているのであえて変更してないことを了知いただきたい。

西の木曽山脈、東の赤石山脈その前山の伊那山脈の間を流れる天竜川によって形成された河岸

段丘は、天竜川に注ぐ多くの支流によって開析され、田切地形が造られている0当遺跡は、天竜

川の第二段丘上にある。

南を流れる天竜川の支流による湿地帯が東側にあり、その対岸には遊光遺跡がある0便宜上別

の遺跡名としてあるが、集落の成り立ちから考えれば同一の遺跡と考えても良いと思われる0当

遺跡の北300mほどに塩田川が流れているが、遺跡の占地条件として広いものである0遺跡の北、

県道伊那生田線の上は一段と高い丘陵が続いている。

地質基盤は伊那磯層から成り、その上に新期ロームが堆積する。ローム層の厚さは2～3mで

ある。その上に漸移層が10～20cm、そして現表土（黒色土）となるが、遺跡の大半は水田のため

以上述べたような模式的なものとはならないのは当然のことである0

遺構の検出面は弥生時代以降は漸移層でプランがはっきりと検出できたが、縄文時代の遺構は

明確にでき得ない状態であった。

2　歴史的環境（第2図）
．

天竜川の河岸段丘の発達した東伊那地区は、天竜川に流れ込む小河川が開析して丘陵状地形を

呈し遺跡の宝庫である。また中世から戦国時代にはその突端部を利用して域館址が造られている0

大正末年発行の「先史及び原始時代の上伊那」に多くの遺跡が確認されている0また昭和24～

26年に発掘調査された東伊那遺跡群は有名である。これについては第3節殿村遺跡においてふれ

ることとしたい。以下東伊那地区の遺跡の概略を述べることとする。

縄文時代の遺跡は、中期の大久保（1）、反目南（6）、山田（13）、殿村（10）、後期の配石遺

構が発見された青木北（22）が知られる。反目南遺跡は当遺跡の南一段低い段丘突端にあり、昭

和62年度において発掘調査を行った。検出された遺構は弥生時代以降のものであったが、縄文早

期の押型文土器の良好な資料が得られている。

弥生時代になると遺跡の数は増え、遊光（5）、反目南（6）、殿村（10）、狐くぼ（11）、丸山

（12）、善込（16）、栗林神社東（17）、城村城（15）がある。古墳時代から平安時代のものとして

は、反目南（16）、遊光（5）、殿村（10）、上塩田（18）がある。また古墳もあったとの言い伝え
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1　反目　2　遊光　3　殿村　4　小林

第1図　遺跡位置図（S＝1：200，000）

－18－



1大久保　2　大久保城　3　高田城　4　反目　5　遊光　6　反目南　7　遊光城

8　稲村城　9　稲村古城10　殿村11狐くぼ12　丸山13　山田14　城村古城

15　城村城16　善込17　栗林神社東18　上塩田19　塩田城　20　青木城　21青木

22　青木北　23　原城　24　菅沼古城

第2図　周辺の遺跡分布図（S＝1：30，000）
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もあるが定かではない。

これらの遺跡とともに、中世の城館址が目につく。天竜川の段丘上突端部を利用した城館址が

上伊那地方には多くみられるが、東伊那も例外ではない。当遺跡の北西には高田城（3）、塩田川

を挟んで北側には大久保城（2）、遊光遺跡の突端部には遊光城（7）、その南側天王川の対岸に

稲村城（8）、稲村古城（9）、さらに新宮川の南中沢地区には菅沼古城（24）と天竜川第1段丘

上に連続して城館址がみられる。さらに一段段丘を上がると南から原城（23）、城村古城（14）、

城村城（15）、塩田城（19）、青木城（20）がある。

このように多くの城館址があるが、発掘調査されたものは、青木城のみであり多くの城館址の

性格は不明である。

当遺跡の北西約600mほどの扇状地に展開する下塩田部落一帯からは中世の遺物が出土しており、

平安末～鎌倉初期と考えられる五輪塔、応永年間の銘のある宝筐印塔、中世様式を潰す六地蔵石

瞳など中世石造物も多くみられ、注目される。

3　調査概要（第3・4図）

反目遺跡は東側に湿地帯を持ち、その周辺は昔からの宅地となっている。また西側も古くから

家が建てられ、遺跡の規模は不明である。今回の調査はその宅地の間の水田一部畑の調査である。

昔から耕作中に土器が出土しており注目される遺跡である。

湿地帯の西側の市道と県道伊那生田線の交点を基準とし、県道に沿って東から西へA・B・C

、あいうえお（50音順）…‥イロバ順、直交する方向に算用数字を用いた2m四方のグリッ

トを設定した。

当初10mおきに試掘を行った結果、段丘の縁に沿って大量の遺物や遺構らしき落ち込みが確認

され、県道に近くなるほど希薄となることがわかった。試掘の結果から予想どおり大規模な集落

址が考えられ、全面調査を行うことにした。工事の入札の遅れから重機の手配ができず当初は、

グリット発掘によって遺構確認を行い検出次第拡張することとした。重機の手配ができてからは、

耕地埋土を全面はいだ後遺構確認を行うこととした。5月末から約4箇月近くの調査の結果は確

認された住居址は縄文、弥生、古代と3時代135軒と市内最大の成果を得て終わった。
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第3図　反目遺跡・遊光遺跡概要図（S＝1：3，000）

（は埋立保存区域、鉢は換地計画のみ）
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4　遺構と遺物

1）　住居祉

（1）縄文時代

①　第15号住居地（第5～8図）

遺構　本住居址の南に

は第16号住居址がある。

当址の覆土を第1号住居

址が掘り込んでいる。

プランは円形を呈し、

4．5×4．4mを測る。壁高

10～15cmと浅く立ち上が

りはゆるやかである。全

周する周溝がある。

炉は中央東寄りにあり、

掘炬燵状石囲炉で南側の

炉石を残して他は抜きと

られる。

柱穴は5本（1・2・

3・4・6）である。P7

は浅い。南西壁ぎわ入口

部に正位の埋襲、炉と南

東壁の中間に逆位の埋喪

がある。内部よりは特に

遺物は検出されていない。

炉の手前入口部に近い所

に土器がまとまって出土

している。またP3の西、

P6の西側床面上より石皿

が検出されている。

遺物　1は埋嚢、2は

伏嚢である。2の底部穿

孔部は打ち欠くだけでな

く、きれいに磨いている。

10は胴下部に縄文を持

ち唐草文との組み合わせ

とし珍しいものである。

第5図　第15号住居址実測図（S＝1／80）

十着
＼・＼・

笠　l　⊥

や軒1－

1暗褐色土
Il黄褐色土（焼上・炭化物含む）

m　焼土

li　典褐色士

ul暗褐色土

（炭化物含む）

第6図　第15号住居址炉及び埋設土器断面図（S＝1／40）
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第7図　第15号住居址床面出土土器（1は埋嚢・2は伏肇、1～5は1／6・他は1／3）
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第8図　第15号住居址石皿実測図（1／6）

石器は床面から打製石斧、敲打器、石皿、石敲打器、石皿、看破各2点と横刃形石器、削器各

1の10点、覆土から横刃形石器1点が出土している。

埋嚢などからすると縄文中期後菓Ⅱ期（米田明訓氏編年）の様相をみせるが、唐草文土器があ

る処からⅡ期の後半からⅢ期への過渡期と考えられる。

②　第16号住居址（第9～13図　図版）

遺構　本住居址は、第15号住居址の南にあり、北西部は同一床面にて第50号住居址と重複し、

南東部は第17号住居址に切られ、南側は一部第19号住居址が貼床、またその東の第19号住居址を

切っている。

プランは隅丸長方形で、東西推定4．8m、南北4．4mを測る。壁高は40cm前後で直に近い。床面

は固くタタかれ堅緻である。炉は中央北寄りにあり、掘矩燵状石囲炉で西側一部を除いて炉石は

抜きとられている。周溝は西側を除きみられる。　　、

主柱穴は4本で入口施設柱穴がみられる。その入口施設にはさまれる格好で正位の埋嚢が2個

発見されている。右側の埋嚢1（第10図－7）を壊して埋餐2（8）が埋設されているが埋餐2

も完形ではない。炉の西側1mほどの所に逆位の埋餐（9）がある。－

P9の東壁ぎわに花崗岩の丸石が床面上にすえられている。また炉の手前に蛤刃の磨製石斧と敲

打器が出土している。覆土の堆積状況は逆レンズ状を呈している。
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1黒色土　　　　　　　　　　Ⅳ　黄褐色土（ローームブロック含む）

］噌褐色土　　　　　　　　　V　黒褐色土（炭化物含む）

Ⅲ暗褐色土（ローム拉含む）Ⅵ黄褐色土（。一ム拉含む）

第9図　第16号住居址実測図（S＝1／80・埋設土器は1／40）

遺物　土器・石器ともに多く出土している。7は埋聾1で埋賓2（8）に壊されていたが、時

期的に差がみられない。土器の主体は唐草文土器である。

石器は床面より21点、覆土中より22点計43点と多く出土している。打製石斧は床面で12点、覆

土でも11点とほぼ半数を占めている。次に敲打器・削器・掻器が目立つ。

時期は唐草文主体の縄文中期後葉Ⅲ期である。
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第10図　第16号住居址出土土器（1～6は覆土・7は埋嚢1・8は埋嚢2・9は伏窺・

10～14は床面、7～9は1／6他は1／3）
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第11図　第16号住居址覆土出土石器（1／3）

－28－



＿＿＿二二二

l

l

一

第12図　第16号住居址出土石器（29～32は覆土・他は床面、1／3）
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③　第19号住居祉（第14・15図　図版）

遺構　本址は北側で第16号住居址、西側は第17号住居址、南東部

では第18号住居址に切られ、半分ほどを残すのみである。壁高は南

西部で10cm前後と浅く北東部では15cmほどである。床面は固くタタ

かれている。

プランは隅丸長方形を呈すと思われ南北方向で5．3mを測る。炉が

検出されていないため主軸方向は不明である。柱穴はP5・P7の2本

が現存しているがもとは4本と思われる。

遺物　遺物は少ない。1は唯一器形のわかるものである。口縁部

は無文で口唇は内屈する。頸部に横走する二条の隆帯を巡らし、下

部は、半裁竹管文が従走する。

石器も土器と同じく少なく床面より打製石斧1点が出土している

のみである。

時期は土器が少ないが、中期後菓I期である。
／「。

第13図　第16号住居址出土

石皿（1／6）

第14図　第19号住居址実測図（S＝1／80）
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第15図　第19号住居址床面出土土器（1は1／6他は1／3）

A　　　か号住居址

・・＝

l’ロ・一ム（バサバサしている）

第16図　第22号住居址実測図（S＝1／80、埋設土器断面図は1／40）
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第17図　第22号住居址床面出土土器（1は埋賓、2は伏要、1・2は1／6他は1／3）

④　第22号住居址（第16～19図　図版）

遺構　当住居址は段丘端部中央に位置している。北西部は第21号住居址に南西部は第23号住居

址に切られている。

プランは隅丸方形を呈すと思われ、主軸方向で4．1mを測る。主軸方向はN－400－Wである。

覆土の堆積は浅く一層である。炉は中央奥寄りにあり掘炬燵状石囲炉で炉石はすべて抜かれてい

る。

主柱穴は23号住居址に壊された1本を含む4本である。P。は21号住居址に切られ半分残るだけ

である。入口部に石を載せた埋意がさらにP3の南に伏嚢がある。埋嚢の内部は上半部にロームブ

ロックが蓋状となっている。伏嚢は上部を固く貼床状にしてあり、23号住居址の壁に露出したた

め確認できた状態である。

床面は南にわずか傾きタタキは顕著でない。周溝もみられない。

遺物　土器は少ない。器形の分かるものは、埋褒（1）と伏嚢（2）のみである。ともに底部

中央を円形に穿孔されている。

石器は床面より9点、覆土中より5点の計14点が出土している。内訳は敲打器5、特殊磨石3、

打製石斧・横刃形石器各2、特殊敲打器・石徽各1である。19は平盤な石で石皿に近いものであ

ろう。

時期は埋設土器からして中期後菓第Ⅱ期である。
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第18図　第22号住居址出土石器（8～13は覆土・他は床面、1／3）
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18

第19図　第22号住居址床面出土石器（18は1／3、19は1／6）

第20図　第24号住居址実測図（S＝1／80、炉断面図は1／40）
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第21図　第24号住居址床面出土土器（1は1／6、他は1／3）

⑤　第24号住居址（第20・21図）

遺構　当住居址は第22号住居址の西にあり南西部と炉の一部は第21号住居址に切られている0

プランは隅丸長方形で規模は推定4．8×4．0mを測ると思われる。床面はやや南西に傾き固くタ

タかれている。周溝は西側にはみられない。主軸方向はN－520－Wである0

炉は中央西寄りにあり、掘炬燵状石囲炉で炉石はすべて抜かれている。焼土は厚い堆積をみせ

ている。主柱穴はPl・P2の2本が現存しもともとは4本であろう。

遺物　土器は少ない。主体は唐草文系土器である。1・2はともに浅い細縞文で施文されるも

のである。

石器は全部で16点内床面よりの出土は4点である。打製石斧が9点と多く、他に軋定角と蛤

刃の磨製石斧・石錘・敲打器・特殊敲打器・横刃形石器・石赦各1点ずつである0

時期は中期後葉Ⅲ期である。
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（バサバサしている）

第22図　第28号住居址埋設土器断面図（S＝1／40）　第23図　第28号住居址埋嚢（1／6）

⑥　第28号住居址（第22・23図）

遺構　当住居址は第22号住居址を南で切っている第23号住居址の北西部に正位の埋婆が確認さ

れたため、第28号住居址としたものであり、プラン・規模などは不明である。

遺物　遣物は当然埋嚢（第22図）のみである。現存は胴下部とロ縁を欠く深鉢であるが、埋設

時に日録があったかは不明である。縄文地に三条と一条の蛇行沈線文が縦走している。

時期は縄文中期後菓Ⅱ期である。

⑦　第29号住居址（第24～29図）

遺構　第22号・24号住居址の南に位置し北側にて第21号住居址と接し、第39号住居址を切って

いる。南西部は撹乱状態で壁の一部が壊されている。

プランは西側が張り出した五角形に近いもので、4．0×4．4mを測る。壁高は南東部にて60cmと

深い。床面は全体に固く堅緻である。浅い周溝が全周する。主軸方向はN－180－Eである。

柱穴の在り方からして一回の建替が行われたものであろう。炉は中央北寄りにあり、掘炬燵状

石囲炉で北側の炉石は抜かれている。手前南側の炉石は他と違い横長に石を用いて平らしている。

これはこの時期の一つの特徴である。

主柱穴は4本である。P3・P4、P5・P6、P8・P9と3本は動いており一回の建拳が行われた

ことが知られる。P7の東、南壁ぎわ入口部に正位の埋嚢が2個（第26図－1・2）検出されてい

る。埋餐1は底部と口縁を欠いている。埋聾2は完形晶で埋嚢としては数少ない例である。

遺物1は埋聾1で口縁と底部を欠いている。地文は無文で三条一組の竹管文が施される。2

は埋賓2でわずかに波状を呈し、底には木葉痕を残す。胴部は縄文に横走する入組文と蛇行懸垂

文が施される。3・4は炉の手前床面より5cmほど浮いて一括出土したものである。

石器は床面より11点、覆土中より28点の計39点が出土している。打製石斧が床面より6点、覆

土中より17点と卓越している。敲打器4・横刃形石器も5点と多い。

時期は中期後菓Ⅱ期である。
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第24図　第29号・39号住居址実測図（S＝1／80）

黒褐色士

ロー・ムブロック

第25図　第29号・39号住居址炉及び第29号住居址埋設土器断面図（S＝1／40）
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第26図　第29号住居址床面出土器（1は埋賓1・2は埋嚢2、1～4は1／6他は1／3）
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第27図　第29号住居址覆土出土石器（1／3）
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第28図　第29号住居址出土石器（29～34は覆土他は床面、1／3）
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第29図　第29号住居址床面出土石器（46は1／6他は1／3）
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第30図　第30号住居址実測図（S＝1／80、埋設土器断面図は1／40）

確．．臣一

第31図　第30号住居址床面出土土器（1は埋聾、1は1／6他は1／3）
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⑧　第30号住居址（第30・31図）

遺構　本住居址は第22号住居址の南にあり大半は第23号住居址に切られ、南側三分の一ほどを

残すのみである。また北東部は同一床面にて第26号住居址と重複している。このためプラン・規

模等はまったく不明である。床面は中央に向かってややくぼみタタキはあまり顕著でない0

南壁ぎわより正位の埋聾（第31図一1）が検出されている。この位置を入口として推定すれば

主軸方向はN－290－Wと考えられる。

遺物　遺物は当然少なく土器の内器形を知り得るものは1の埋襲のみである。口唇部と胴下部

を欠いている。

石器は床面より打製石斧・乳棒状の磨製石斧各1の2点と覆土中より打製石斧2点の計4点が

出土するのみである。

時期は埋餐からして、中期後葉Ⅱ期に属する。
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第32図　第32号住居址実測図（S＝1／80）
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焼土

第33図　第32号住居址炉実測図（S＝1／40）

⑨　第32号住居址（第32～35図）

遺構　本住居址は第22号住居址の東に位置し、南には第38号住居地、東には第39号住居址、北

東には第34号住居址がある。南西部は第31号住居址に切られている。

プランは5・9mのほぼ円形を呈すと思われ、大形住居である。主軸方向はN－220－Wと考えら

れる。

開田時における削平地点にあたり壁は浅く現存15cm前後である。床面は炉付近がややくぼむが、

固く堅緻である。

炉は中央やや北寄りにあり、円形の石組炉で内部に土器の胴部（第34図－1）が埋設されてい

る。炉石は偏平な自然石を横長に用いている。

主柱穴は多柱穴で壊された部分まで入れると8本であろうか。炉の東壁ぎわに土墳10がある。

炉を中心にして遺物が出土している。器形を知り得るもの3個体であった。

遺物1は炉内埋設土器で胴上部のみである。みみずく状突起を2個持つ。3は′J、形の浅鉢形

土器である。

石器は床面より10点、覆土中より磨製の定角石斧1点の計11点が出土している。床面の内訳は

打製石斧・敲打器が3点ずつで、他は特殊敲打器・凹石・横刃形石器・石徽各1点である。

時期は縄文中期中葉藤内I期に属するであろう。
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第35図　第32号住居址床面出土器（1／3）

⑩　第34号住居址（第36～40図）

遺構　第32号住居址の北東に位置し、東側には第123号住居址がある。一北西部は第33号住居址に

切られている。

プランは楕円形で5．4×4．8mを測る。現況壁高は南東部が高く20cm、西側は低く10cmである。

床面は平坦で固くタタかれている。炉は中央北寄りに位置し、炉石はすべて抜かれているが、も

とは円形石組炉と思われる。主軸方向はN－24。－Wである。

主柱穴は6本と考えられ、重複する柱穴から建拳の可能性がある。

遣物は多く床面ないし5cmほどの間層を持ってほぼ全面にみられる。

遺物　土器は豊富な出土をみせ器形を知り得るものも多い。

3は薄手の深鉢で複合口縁を呈し口唇下に爪形状の刺突文が一条施される。2・11はともに薄

手作りで胴上部を無文帯としており、平出ⅢA系土器の流れを組むものでこの時期の当地方の特

色である。

石器は土器に比べて少なく床面より15点出土している。敲打器10点、打製石斧3点、横刃形石

器2点と敲打器が卓越している。

時期は中期中葉藤内Ⅱ期に属する。
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第36図　第34号住居地実測図（S＝1／80）
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F』16．、17
第37図　第34号住居址床面出土土器（1／6）
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第38図　第34号住居址床面出土土器（6は1／6他は1／3）
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第39図　第34号住居址床面出土石器（1／3）
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第40図　第34号住居址床面出土石器（1／3）
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第41図　第37号住居址実測図（S＝1／80）

⑪　第37号住居址（第41・42図）

遺構　本址は第32号・38号住居址の東にあり、北には第34号住居

址、東はやや距離をおいて第116号・117号住居址がある。

暗褐色土が不鮮明な落ち込みをみせ、床面も一部にタタキがみら

れるだけである。炉らしき焼土も検出できず住居址とするには若干

問題がある。

プランは北壁が丸味を持った隅丸長方形を呈し、南北方向5．9m、

東西方向4．5mを測る。柱穴は3・6・8・9の4本と考えられる。

南側には土壌9がある。

遺物　遺物は少ない。土器は1の小形深鉢土器と小破片のみであ

る。みみずばれ状の流水文を持つ。

－52－

第42図　第37号住居址床面

出土土器（1／6）



石器も少なく5点のみである。すべて床面よりの出土で内訳は打製石斧3、敲打器1、横刃形

石器1点である。

時期は土器が少なく決め難いが中期後葉I期に属する。

⑫　第38号住居地（第43・44図）

遺構　当住居址は第37号住居址の西にある。西側は撹乱を受け壁が不明である。プランは隅丸

方形に近いものと考えられるが定かでない。壁高は20cm前後で床面はタタキがあまり顕著でない0

炉は北寄りに位置し方形の石組炉で東と西に細長い自然石をすえ、北と南は小磯を用いている0

主柱穴は3本が現存しもとは4本であったと思われる0炉の南西床面上より石皿が出土してい

る。

遺物　遺物はきわめて少ない。1は山形状の突起を持つ深鉢である0石器は打製石斧・磨製の

乳棒状石斧・石皿各1点と敲打器2点の計5点ですべて床面出土である0

時期は土器が少なく決め難いが、中期中葉井戸尻Ⅱ期に属するであろう。

第43図　第38号住居址実測図（S＝1／80）
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第44図　第38号住居址出土遺物（1／6）
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第45図　第39号住居址床面出土土器（1は1／6・他は1／3）
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⑬　第39号住居地（第24・25・45図）

遺構　本住居址は南東部を第29号住居址に切られ、さらに東側を第21号住居址に切られ、北西

部一部を残すのみである。また南西部は撹乱を受けている。

プランは円形を呈したものと考えられる。壁高は20cmを測る。床面は固くタタかれている0

炉は東半部を第21号住居址によって壊されている。方形の石組炉であったと考えられる。柱穴

は検出されていない。

遺物　土器は少ない。1は図上復元によるもので口唇を直角に内屈させている。

石器は床面より10点が出土している。内訳は打製石斧と敲打器各3点、看破2点と磨製の定角

石斧と横刃形石器1点ずつである。

時期は中期中葉藤内期である。

⑭　第40号住居地（第46図）

遺構　当址は43号住居址の西にあり南半部は開田時に削られている。プランは北壁からすると

隅丸長方形と考えられる。壁高は北西部は30cm、東では15cmほどである。残存床面は固くタタか

れている。

炉は矩燵状石囲炉で北側に炉石を残すのみである。北側の炉石を残し炉の上にはロームブロッ

クを敷きしめその上に水田の地場を作っている。北側の石が残されていることを考えると、炉石

は開田時に抜き取られたとするよりも、もともと抜き取られたとするのが妥当であろう0

主柱穴はPl・P4の2本のみで東側には検出されていない。

第46図　第40号住居址実測図（S＝1／80、炉断面図は1／40）
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遺物　遺物は当然少ない。土器の小片と打製石斧1点のみである。

時期は炉の形態から中期後菓Ⅱ期以降と考えられる。

第47図　第43号住居址実測図（S＝1／80）

け　　G′　　　　　　甘

1地場

Ⅲ　ローームブロック（黒色土混入酢土）

Ⅲ　黄褐色土（ローーム粒・焼土含む）
Ⅳ　ローーム　いヾサバサしている）

第48図　第43号住居址炉及び埋設土器断面図

（S＝1／40）
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第49図　第43号住居址埋蛮（1／6）



⑮　第43号住居地（第47～49図）

遺構　本址は第40号住居址の東にあり、開田時に大半が削られている。東壁からすると隅丸形

を呈すものであろう。壁高は35cm前後を測る。

炉は掘矩燵状石囲炉で炉石はまったくみられない。抜き取られたものか開田時の仕業かは不明

である。南壁ぎわより正位の埋賓が検出された。口縁部は削りとられたものであろう。埋嚢の位

置からすると主軸方向はN－80－Wである。

遺物　当然遺物は少なく土器は埋嚢（第49図）のみである。石器は大形粗製石匙と凹石各1点

が出土している。

時期は埋嚢から中期後葉Ⅱ期に属する。

第50図　第46号住居址実測図（S＝1／80）
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第52図　第46号住居址出土遺物（1は埋聾、1～4・10は1／6・他は1／3）
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⑯　第46号住居址（第50～52図）

遺構　本住居址は第47号・48号住居址の北にあり、西側は第41号住居に切られている。

西側が不明であるが、プランは六角形を呈すと思われる。規模は南北5．6m、東西推定5．4mを

測るであろう。周溝が全周する。

床面は固くタタかれ堅緻で南にやや傾斜する。壁高は35cm前後、北西部では25cmを測る。炉は

中央北に寄ってあり掘炬燵状石囲炉で、炉石はすべて抜かれている。主柱穴は1・2・4・5・

6・7の6本が考えられ、6・7は半分が第41号住居址に切られている。

P5とP6の中間壁ぎわに正位の埋聾（第52図－1）があり、西横には平盤な石がある。また壁ぎ

わにはピットがあり入口施設と考えられる。

炉の奥PlとP2にはさまれて見事な石壇があり、Plの南床面上には丸石がすえられている。石

壇は幅210cm、奥行70cmで、前列2列は平盤な自然石をすえ、中央は石皿（第52図－10）を配し、

その両わきに細長い石を縦長に用いて区画を作っている。壁ぎわは小さな礫を用いて周溝に沿わ

せている。石壇の上には土器がつぶれて出土している。

石の種類は花崗岩（7）、砂岩（3）、硬砂岩（3）、安山岩（3）、緑色岩（1）である。屋内

祭妃として注目したい。

遺物　大形破片がある割りには、器形を知り得るものは少ない。1は埋聾で口縁部が部分的に

欠けている。2は小形の深鉢で無文である。4は浅鉢である。

石器は床面から5点、覆土中より1点の計6点と少ない。

時期は中期後葉のⅡ期でも古い段階に属するであろう。

⑰　第47号住居地（第53～56図）

遺構　当住居址は第43号住居址の北に位置し、東には第48号住居址、北には第46号住居址があ

る。

プランは円形で4．5mを測る。主軸方向はN－40－Eである。壁高は西に行くに従い低くなり

一部ない。床面は固く堅微である。炉は中央北寄りにあり、掘矩健状石囲炉で四隅に′J、さな礫を

詰め込んでいる。

主柱は5本である。P4の南東わき入口部に正位の埋嚢－（第54図－1）が検出されている。

炉の手前に床面よりやや浮いて土器がまとまって出土し、Plのわきには磨石が出土している。

遺物　土器は多い。1は埋賓で胴下部を欠いている。6は円形文を配し、内部を円形刺突文で

埋めるものである。唐草文土器が主体である。

石器は床面より13点、覆土中より13点計26点が出土している。打製石斧が10点、敲打器が9点

と多く卓越している。

時期は中期後葉Ⅲ期に属する。
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第53図　第47号住居址実測図（S＝1／80、埋設土器断面図は1／40）

⑱　第48号住居地（第57～64図）

遺構　本住居址は第47号住居址の東側にある。今回の調査によって検出された縄文時代の住居

址では第46号住居址、第121号住居址とともに最も段丘縁より奥、外縁となり、東側には当時代の

住居址はみられない。

プランは西側は丸味を持つが、他は稜を持ち、くずれているが五角形と考えたい。規模は6・1×

6．5mと大形のものである。主軸方向はN－390－Eである。

固く堅緻な床面は南東方向に傾斜している。炉は中央北寄りにあり、掘矩燵状石囲炉である0

東側の炉石が一部抜かれている。主柱穴は6本である。周溝は南東部一部を除きみられるo

p5・P7の中間壁ぎわより上に石をのせた埋襲（第58図－1）が検出されている。完形晶である0

覆土は壁ぎわにローム粒を含んだ黄褐色土ないし暗褐色土が堆積した後、黒褐色土が厚く覆っ

ている。多量に出土した遺物は床面よりやや浮いた状態でI層の黒褐色土中より出土している0

－61－
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第54図　第47号住居址床面出土土器（1は埋嚢、1～4は1／6他は1／3）
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第55図　第47号住居址覆土出土石器（1／3）
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第56図　第47号住居址床面出土石器（1／3）
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第57図　第48号住居址実測図（S＝1／80、埋設土器断面図は1／40）／

遺物　遺物は多い。ほとんどが炉の手前から出土している。1は埋嚢で完形である02は小形

の深鉢で器形施文とも珍しいものである。

石器は床面より35点、覆土中より30点の計65点と多く出土している0打製石斧が22点と多く次

いで敲打器13点、横刃形石器10点で、磨石も6点出土している0

時期は中期後葉Ⅱ期でも古い段階に属する。
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第58図　第48号住居址床面出土土器（1は埋嚢、1／6）
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第59図　第48号住居址床面出土土器（1／3）
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第60図　第48号住居址覆土出土石器（1／3）
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第61図　第48号住居址覆土出土石器（1／3）
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第62図　第48号住居址床面出土石器（1／3）
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第63図　第48号住居址床面出土石器（1／3）
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第64図　第48号住居址床面出土石器（66は1／6他は1／3）
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第65図　第50号住居址実測図（S＝1／80）
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⑩　第50号住居祉（第65図）

遺構　本住居址は第16号住居址の西に同一床面にて重複するもので、南側大半は第17号住居址

に切られている。プラン・主軸方向はまったく不明である。

床面は固く堅緻である。主柱穴、炉はみられない。

遺物　遺物は少なく中期後葉の小破片がわずかに出土するのみである。

⑳　第51号住居祉（第66～69図）

遺構　本住居址は第16号住居址の西に位置し、北西には第52号住居址がある。西壁は一部壊さ

れ第49号住居址のカマドが造られている。

プランは円形で5．1×5．0mを測ることができる。壁高は30cm前後で周溝が一周する。床面は固

くタタかれているが南西壁ぎわと北東壁ぎわがやや低くなる。主軸方向はN－500－Eである。

炉は中央北東壁ぎわに寄ってあり、掘り込みは浅いが掘炬燵状石囲炉で、手前の炉石は横長に

すえられ、平坦となっている。

主柱穴は1・2・3・5・7の5本であろう。P7の南東壁ぎわに正位の埋蛮（第68図－1）が

検出されている。炉の周囲よりは炭化材が床面上より検出されたが焼土ははっきりとしなかった。

第66図　第51号住居址実測図（S＝1／80）
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】暗褐色土

U　暗褐色土
m　黄褐色土

第67図　第51号住居址炉及び埋設土器断面図（S＝1／40）

第68図　第51号住居址床面出土土器（1は埋嚢1／6他は1／3）
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第69図　第51号住居址出土石器（1は覆土他は床面、1／3）
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遺物　土器は少ない。1は埋聾で胴下部を欠いている。口縁は強く内屈している。他はすべて

少破片である。

石器は16点出土し内1点が覆土中のものである。打製石斧が12点と卓越している。

時期は埋賓からすると中期後菓Ⅱ期も古い段階に属するであろう。

第70図　第52号住居址実測図（S＝1／80）
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第71図　第52号住居址床面出土土器（1は埋嚢、1／6）
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第72図　第52号住居址床面出土土器（1／6）

－78－



一
謬

叢

選

篭

が
瓜
L
．
應
柁

第73図　第52号住居址床面出土土器（1／3）
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第74図　第52号住居址出土石器（27～31は覆土・他は床面、1／3）
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第75図　第52号住居址床面出土石器（43は1／6、他は1／3）
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⑪　第52号住居址（第70～75図）

遺構　第51号住居址の北西にあり、北西には第66号住居址が接している。

プランは隅丸長方形で5．5×6．2mを測る。主軸方向はN－4。－Wである。壁高は45cm前後と深

い。周溝は一周し内部の所々にピットを持つ。

床面は炉の周辺を中心に固くタタかれ堅徴である。炉は中央北寄りにあり炉石はすべて抜かれ

ているが、掘炬燵状石囲炉である。主柱穴は1・3・4・6の4本で2と5は補助柱であろう。

P4とP6の中間壁ぎわ入口部に正位の埋嚢（第71図－1）が検出されている。南東部には平盤な

石がのっている。炉の手前床面上に丸石が北東床面上には自然石がみられる。また西壁ぎわより

石皿が出土している。炉の手前と炉の内部よりまとまって土器が出土している。

遺物　遺物とりわけ土器は豊富で器形を知り得るものも多い。1は埋嚢で底部を打ち欠いてい

る。前期の影響を受けた小形の3・6・8・9・11・12とともに唐草文が混在してみられ、当期

の特徴を良くあらわしている。

石器は床面より21点、覆土中より8点の29点が出土している。打製石斧が10点と多いが、横刃

形石器7点と磨製石斧6点と多く注目される。磨製石斧は定角・蛤刃・乳棒状それぞれ2点ずつ

である。

時期は中期後葉Ⅱ期後半に属する。

⑳　第57号住居址（第76図）

遺構　本址は第16号・50号住居址・第51号住居址・第49号住居址の間に検出されたもので、こ

れらによってすべて切られ、床面をわずかに残すものである。プラン・規模は不明で炉も発見さ

れていない。床面は固く堅緻である。

遺物　土器は少なく器形を図示でき得るものはない。石器は打製石斧3点、磨製の乳棒状石斧・

大形粗製石匙・特殊敲打器各1の6点が出土している。

時期は2を除けば中期後菓I期に属するであろう。

範・霊
竃望諺

第76図　第57号住居址床面出土土器（1／3）
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第77図　第60号住居址実測図（S＝1／80）

⑳　第60号住居祉（第77～81図）

遺構　本住居址は第61号・65号住の西

にあり、61号住居址を切っている。北西

部では第69号住居址を切り、南西部は第

59号住居址に切られている。

プランは円形を呈し、3．6×3．8mを測

ることができる。壁高は30cm前後で周溝

はみられない。主軸方向はN－300－Wで

ある。

床面はやや南に傾き、固くタタかれ堅

緻である。

炉は中央北寄りに位置し、掘矩燵状石

囲炉で南側の炉石は抜かれている。

主柱穴は1・2・3の3本があり、本

来は4本であろう。

南壁入口部に正位の埋嚢（第79図－1）

が検出されている。埋嚢の西には床面よ

り浮いて集石があり、東側床面には自然

石2個がある。

ー83－

－！芋
1黄褐色土

庄炭化物・焼土

田　暗褐色土

第78図　第60号住居址床面出土土器

（1は埋襲1／6、他は1／3）



第69号住居址と時間差はみられず同時期の切り合いである。

遺物　土器はあまり多くない。1は埋聾で胴下部を欠く。地文の縄文が口縁から施文される。

石器は21点出土しているが、床面からは打製石斧1点と敲打器2点の3点のみである。覆土18

点の内、13点が打製石斧で、大形粗製石匙と敲打器が2点ずつ、磨製の定角石斧が1点出土して

いる。

時期は中期後菓Ⅱ期に属する。

l 1

第79図　第60号住居址床面出土土器（1は埋聾1／6、他は1／3）
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第80図　第60号住居址覆土出土石器（1／3）
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第81図　第60号住居址出土石器（22・23は覆土、他は床面、1／3）

⑳　第61号住居址（第82・83図）

遺構　本住居址は第60号・69号住居址に西側を切られ、北側は第62号住居址に切られている。

東側は第65号住居址に切られた状態となっている。第65号住居址の時期の方が古い様相をみせて

おり、貼床のあった可能性が強い。この一帯は住居址が密集し、さらに桑畑のため撹乱がひどい

ことを考慮したい。

このようなことからプラン・規模はまったく不明である。床面は炉を中心に固くタタかれてい

る。炉は炉石が抜かれている。掘り込みは浅い方で石組炉の可能性が強い。炉の南は土壌24が切っ

ている。

主柱穴はPl・P2が考えられるが定かでない。炉の南第65号住居址壁ぎわに正位の埋嚢（第83図一

1）が検出されている。内側につぶれ込んだ状態を示している。

一86－
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第83図　第61号住居址床面出土土器（1は埋餐1／6、他は1／3）

遺物　土器は少なく埋嚢（1）以外はすべて破片である。山形状の突起を4箇所に持ち、胴央

部には櫛形文が施文される。

石器は土器に比べて多く21点出土している。内訳は床面より7点、覆土中より14点である。打

製石斧が11点、敲打器5点と卓越している。

⑳　第64号住居址（第84・85図）

遺構　当住居址は第61号住居址の北東に接してあり南半は第58号住居址に切られ、北東部は第

68号住居址に切られている。また南西部は第65号住に切られた状態で検出されたが、本址の土器

に混在がみられ時期を決め難く両者の重複関係ははっきりしない。

このように床面を部分的にのみ残すため、プランははっきりしないが円形であろうか。規模は

東西4．5mを現況部で測ることができる。主軸方向は不明である。

炉は検出されていない。柱穴は1・2が考えられる。床面は南に傾き固くタタかれている。壁

高は西で40cm前後、東で20cm前後である。

－88－



第84図　第64号住居址実測図（S＝1／80）
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第85図　第64号住居址床面出土土器（1／3）

遺物　土器・石器とも少ない。土器はすべて小破片である。1～3は中葉井戸尻期、7～9は

後出する後葉の土器で混在がみられる。

石器は床面より3点、覆土中より2点の計5点が出土している。打製石斧4点、大形粗製石匙

が1点である。

時期はすでに述べたように混在しており決め難い。第68号住居址に切られていることからして

中期後葉Ⅱ期以前であることは間違いない。
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第86図　第65号住居址出土遺物（1～7は床面・8～13は覆土、1／3）
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第87図　第65号住居址床面出土石器（1／3）

⑳　第65号住居地（第82・86・87図）

遺構　本址は第61号住居址の東にあって当住居址を切った状態で検出されたが、先にふれたと

ぉり、第61号住居址が貼床した可能性が強い。東側は第58号住居に切られている0南側には第2

号ロームマウンドがある。さらに北東部で重複する第64号住居址との重複関係ははっきりしない0

プランは隅丸形を呈すと思われ、東西方向6．3mを測ることができる。壁高は西側で現況5～10cm

でなだらかである。床面は固く堅緻である。炉は検出されていない。

遺物　土器は少なく器形を知る得るものはない。

石器は床面より10点、覆土中より8点の計18点が出土している0内訳は打製石斧が13点と多く

磨製石斧、敲打器各2点、凹石1点である。

時期は中期中葉井戸尻期に属する。

一91－



⑳　第66号住居址（第88・89図）

遺構　当住居址は北東部にて第52号住居址に近接し、西側は第63号住居址に切られている。

プランは一部に稜をみせるが全体的には円形で、規模は5．6×5．6mを測るであろう。主軸方向

はN－850－Eである。周溝が一周する。

壁高は北側がやや高く30cm、南側では20cm前後である。床面はほぼ平坦で固くタタかれ堅緻で

ある。炉は中央東寄りに位置し楕円形の石組炉である。主柱穴は1，2・3，4，7，8・9の

5本で重複する柱穴がある処から建替の可能性もある。

遺物　土器は少なく後期I期の小破片が出土している。石器は床面より9点出土している。

第88図　第66号住居址実測図（S＝1／80）
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第89図　第66号住居址炉実測図（S＝1／40）

第90図　第68号住居址実測図（S＝1／80）
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第91図　第68号住居址床面出土土器（1は埋賓、1～6は1／6他は1／3）
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第92図　第68号住居址出土石器（17～24は覆土・他は床面、1／3）
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第93図　第68号住居址床面出土石器（1／3）
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⑳　第68号住居祉（第90～93図）

遺構　当址は南にて第64号住居址を切り、北東部は第67号住居址が貼床している。また北西部

は同レベルにて第74号住居址と重複する。

プランは南西部が内側に入るが、隅丸方形を呈し、4．6×4．8mを測る。主軸方向はN－270－E

である。壁高は東側で50cm前後である。床面は炉の南側がやや凹み、壁ぎわはやや軟弱である0

炉は中央北寄りにあり、掘炬燵状石囲炉で東側を除き炉石は抜かれている。主柱穴は4本でP4、

P5は入口部施設と考えられややP5寄りに正位の埋賓（第91図－1）が検出されている。平盤な石

がのせられている。

さらに炉の西に底部穿孔の逆位の埋餐（第91図－2）がある。周溝は一周している0

遺物　土器・石器とも多い。1は正位の埋嚢で口縁部を欠く。2は逆位の埋嚢で胴下部のみで

径1。mほどに穿孔されている。4は小形の深鉢で口唇下に竹管文を一条横走させ胴部にはラフな

爪形状竹管文がみられる。

石器は床面より21点、覆土中より11点の計32点が出土している。打製石斧19点、敲打器7点と

卓越し、他の住居址と同様な傾向をみせている。

時期は中期後菓Ⅱ期に属する。

第94図　第69号住居址実測図（S＝1／80、埋設土器断面図は1／40）
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⑳　第69号住居址（第94・95図）

遺構　当住居址は南側を第60号住居址に切られ、北には第70号住居址があり、北側は第62号住

居址とわずか重複している。

プランはベース板状の五角形を呈している。炉の向きが450ずれた感じを受けるが、正位の埋聾

の方向と一致している。珍しい例である。規模は5．3×5．6mを測るであろう。壁高は北側で30cm

前後、南側はやや低くなり20cm前後である。周溝は西側にはみられない。主軸方向はN－900－E

である。

床面は固く堅微である。炉は掘炬燵状石囲炉で炉石はすべて抜かれている。主柱穴は1・2・

4・6・7・9の6本である。南西コーナーP8の内側に正位の埋嚢（第95図一1）が上部に石を

のせた状態で検出された。またP6・P7の線上ややP6寄りに逆位の埋餐（第95図－2）がある。

第95図　第69号住居址床面出土土器（1は埋聾・2は伏嚢、1・2は1／6、他は1／3）
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遺物　土器は少なく1・2の埋嚢を除けば器形を知り得るものはない01は正位、2は逆位の

埋聾であるが文様構成は同一である0ともに口縁を欠き2は胴下部を欠いている0

土偶（6）が1点出土している。胴部を欠いている0顔面は半円状を呈し、髪を後にたばねた

感じである。表情は柔和である。

石器は床面より22点出土している。打製石斧12点、敲打器4、横刃形石器3、磨製の乳棒状石

斧2、定角石斧1点である。

時期は中期後菓Ⅱ期に属する。

⑳　第70号住居祉（第96・97図）

遺構　本住居址は第69号住居址の北西に位置している0

プランは不整楕円形で4．2×5・5mを測り、主軸方向はN－160－Wである0周溝は北から西側の

半分にみられる。付近が畑の撹乱のため壁高は一定していない0床面は南東部にわずか傾き、壁

ぎわはやや軟弱である。

第96図　第70号住居址実測図（S＝1／80）
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第97図　第70号住居址床面出土土器

（1は埋聾2・2は埋嚢1・3は伏餐1・4は伏嚢2、1～4は1／6他は1／3）

炉は中央北寄りにあり、掘炬燵状石囲炉で炉石はすべて抜かれている。主柱穴は4本である。

P3とP5の中間壁ぎわに縦に並んで正位の埋賓1（第97図－2）、2（1）が検出されている。

上部に石はない。さらに炉の西1mの所に逆位の埋嚢1（3）、その南1mに2（4）が確認され

た。

柱穴等から建替の可能性はないが、2・4は1・3よりやや時期的に古くなると思われ再利用

の可能性もある。

遺物　埋設土器以外には器形を知り得るものはない。1は底部全体を打ち欠かれ、2は口頸部

のみである。3は胴下半部で胴部は半分ほどである。4は胴上部のみである。2・4とも埋設土

器としては利用された例としては珍しい。

石器は床面から9点、覆土中より1点の10点が出土しており、打製石斧が半分の5点である。

時期は中期後期のⅢ期と考えられるが、2・4はⅡ期と思われ、今後検討したい。
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第98図　第71号住居址床面出土土器（1は1／6、他は1／3）

⑪　第71号住居址（第98図）

遺構　第69号・70号・72号住居址の間にタタキが所々にみられ遺物が集中する箇所があった0

西側からは縄文土器が東側からは刃子と若干の土師器が出土している0西側を第71号住居址、東

側を一応第73号住居址としたものである。本址南西部は第72号住居址が切っている0

プラン・規模は不明で浅いピットがみられた外は柱穴・炉址も確認されていない。

遺物　土器は床面上にまとまって出土している。1は小形の深鉢で胎土は良く精練され薄手で

堅緻に焼かれている。偏平な粘土紐を用いて人体文などが表出されている0

石器は5点出土している。覆土中より3点、床面より2点である。

時期は中期中葉井戸尻I～Ⅱ期に属するであろう。

⑫　第74号住居址（第99・100図）

遺構　本址は第68号住居址に南東部を東側は第67号住居址に切られ、さらに西側も第62号住居

址に切られている。壁は北側のみで検出され30cm前後を測る0床面はタタキが部分的にみられる

位で全体的に軟弱である。

プラン・規模は不明である。炉も残っていない。柱穴はP．，P9などが考えられる0周溝はみら

れない。

－101－



第99図　第74号住居址実測図（S＝1／80）

遺物　器形を知り得るものはない。2は有孔つば付土器である。

石器は9点出土しており、床面から4点、覆土中より5点である。打製石斧が6点と多い。

時期は1～4・8は中期中葉、5～7・9～15は中期後葉のもので両者が混在しており、量的

にもあまり変わりない。本址を切っている第68号住居址が後葉Ⅱ期に属することからすれば、中

期中葉の可能性が強い。
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第100図　第74号住居址床面出土土器（1／3）

⑳　第78号住居址（第101・102図）

遺構　本住居址は段丘縁辺部に位置し、西に第79号、北に第83号住居址があり、東側は第77号

住居址が貼床しカマドを造っている。南側は除外地であり、開田時に壊されたものと考えられる0

南西部は撹乱により壁がない。

プランは北壁から東壁には明瞭な稜がみられる処から六角形を呈すであろう。規模は推定5・8×

4．7mである。主軸方向はN－2。一Eと南北線上である。壁は浅く開田時にかなり削られたと思

われる。

床面は凹凸がみられ、壁ぎわはやや軟弱である。炉は中央北寄りにあり東側を除き炉石は残っ

ていない。掘形からして楕円形の石組炉であろう。埋賓は不明である。

主柱穴は1・3・6が考えられ南西部の一本を加え4本と考えたい。
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第101図　第78号住居址実測図（S＝1／80）

遺物　土器は少ない。全体に地文に縄文を持ち、入組文が施されるものである。

石器は床面から打製石斧6、磨石3、横刃形石器2、特殊磨石、削器各1の計13点が出土して

いる。

時期は中期後菓Ⅱ期に属する。
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第102図　第78号住居址床面出土土器（1・2は1／6他は1／3）
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⑭　第79号住居地（第103～106図）

遺構　当住居址は第78号住居址の西に位置し、西にて第80号住居址と同一床面にて重複し、さ

らに西及び北には第81号・84号住居が連続している。

プランは西側が不明のため定かでないが楕円形を呈すものと思われ、規模は5．4×4．2mを測る

であろう。主軸方向はN－300－Eと考えられる。

壁高は近接する住居址同様浅い。床面ほぼ平坦で固く堅微である。炉は楕円形の石組炉で北寄

りに位置している。全体に偏平な河原石を用いて横長にすえている。北東の炉石は石皿（第106図）

で伏った状態で出土している。転用なのか共用かは不明である。

主柱穴ははっきりしないが、5・6、9、15・16の3本があり、南東部は明確でない。

炉の西1mに逆位の埋襲（第105図－1）がある。第80号住居址との接点に位置しており、本住

居址に確実に帰属するものかはいえない。

さらに炉の北東には袋状ピットP7，P8があり、P8よりは小形壷形土器が覆土上部より出土し

ている。土境の可能性もあるが一応本住居址に伴うものとする。

遺物　遺物は少ない。土器は先述した第105図－1・2の外には器形を知り得るものはない。1

の伏嚢は胴下部を一部欠いている。口縁は強く内屈している。2は口縁部を1／3ほど欠くが、優

晶である。

石器は床面より打製石斧2、炉石の石皿と削器1の4点のみである。

時期は中期後菓I期からⅡ期への過渡期と考えたい。

⑳　第80号住居址（第107・108図）

遺構　本住居址は東の第79号住居址、西の第81号住居址と同一床面にて重複し、北側は第84号

住居址に切られている。壁は北東に一部残るだけである。

プラン・規模は定かでない。主軸方向はN－540－Eと考えられる。床面は平坦で堅微である。

炉は六角形の石組炉である。′J、ぶりな石を用いている。底は南西に傾き口縁部を欠く小形深鉢

が埋設されていた。床面は堅微である。主柱穴は4、15・16、19の3本が考えられ、もとは4本

であろう。

P18の西に正位の埋聾（第108図－1）が検出されている。深鉢の口縁から胴上部約半分ほどが

埋設されたものである。

遺物　土器は器形を知り得るものは少ない。1は埋聾2は炉内埋設土器である。

全体に縄文を地文としたもので、入組文や蛇行文が盛行する。11・12のように古手のものも混

在している。

石器は床面より打製石斧2、磨製の蛤刃石斧・特殊磨石各1、覆土中より横刃形石器1の計5

－106－



＠

第103図　第79号・80号住居址実測図（S＝1／80）
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第105図　第79号住居址床面出土土器（1は伏襲・2はP8、1・2は1／6他は1／3）
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第106図　第79号住居址出土石皿（1／6）

一二二了

I黒褐色土（焼土混入）
Ⅱ黄褐色土

Ⅲロームブロック
Ⅳ暗褐色土

第107図　第80号住居址炉実測図（S＝1／40）

点が出土したのみである。

時期は総じて中期後菓Ⅱ期に属するであろう。
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第108図　第80号住居址床面出土土器（1は埋嚢・2は炉内、1～4は1／6他は1／3）
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⑯　第81号住居祉（第109～113図）

遺構　当住居址は第80号住居址の西にあり同一床面にて重複している。また北側の第84号住居

址を切った状態で検出されたが明らかに時期からする貼床されていたものと考えられる。

壁は浅く西で10cmほどで第84号住居址との床面差もほぼ同様である。プランは隅丸形を呈すと

思われるが定かでない。規模もはっきりしない。床面は炉の周囲は堅緻であるが西側はやや軟弱

である。主軸方向はN－550－Wである。

炉は皿状の地床炉で内部より深鉢（第110図－1）が出土している。主柱穴は4本と考えられる。

遺物　1は炉内出土の土器で胴下部はない。粘土紐により抽象文を配し竹管による刻みを施す

ものである。2は隆帯を懸垂させ波状文や円弧文を施す平出ⅢA系の土器である。

他は同時期の破片である。

石器は多く31点出土している。内訳は打製石斧10、敲打器・磨石各7、大形粗製石匙3、横刃

形石器2、磨製の定角・蛤刃石斧各1点である。

時期は中期中葉洛沢期である。

⑰　第83号住居址（第114～116図）

遺構　本住居址は第78号、79号住居地の北に位置し、北西には第93号住居地がある。周溝が南

から東にみられ、北では壁より1mほど内側にみられる。北東部周溝には貼床がみられなかった

点からすると拡張というより重複住居の可能性が強いと思われるが定カナでない。

プランは円形を呈し6．2×6．2m、周溝部分で5．7×5．7mを測る。主軸方向はN－480－Wである。

床面は全体に堅緻である。炉は北西寄りにあり、楕円形の石組炉で炉石は南側を残して抜かれて

いる。内部には胴下部を欠く小形の深鉢（第116図一4）が埋設されている。その下部は落ち込み

があり土壌の上に炉が造られた可能性がある。炉の東側にわずか焼土が検出されている。旧住居

址に伴うものであろうか。

ピットが数多くあり柱穴は多柱穴であろうか。P2。とP27の中間壁ぎわに正位の埋襲（第116図－

2）炉の南東に逆位の埋聾（第116図－1）がある。埋賓は胴部のみで、伏聾は完形で底部がきれ

いに抜かれている。

遺物1は伏嚢で大形の深鉢である。口縁は粘土紐による波状区画を作り内部を浅い竹管で施

文し、胴部は縄文地に蛇行沈線文が懸垂する。他の土器に比べると前期の色彩を強く残すもので

ある。総じて縄文を地文とするものである。

石器は床面より8点が出土している。内訳は敲打器3、打製石斧2、磨製の定角・蛤刃石斧・

磨石各1点である。

時期は中期後菓Ⅱ期に属・し、1からするとⅡ期も古い時期である。
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第109図　第81号・84号住居址寒測図（S＝1／80、埋設土器断面図は1／40）
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第111図　第81号住居址床面出土土器（1／3）
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第114図　第83号住居址実測図（S＝1／80）
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第115図　第83号住居址炉及び埋設土器断面図（S＝1／40）
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⑱　第84号住居地（第109・117図）

遺構　本住居址は北東部を第85号住居址に切られている。さらに東側は第93号住居址、南西部

は第81号住居址によって切られた状態で検出された。ところが、どちらも本址より旧い住居地で

あり、発掘時においては貼床面の痕跡が認められなかったが、軟弱な貼床の存在でもあったと考

えられる。床面の残存状況からすると炉が当然残されていても良いと考えられるが検出されてい

ない点は特殊な施設の可能性もある。

プラン・規模は不明である。壁高は10cm前後と浅い。床面は部分的にタタキが認められる程度

である。ピットは幾つかみられるがはっきりしたものは認められなかった。先にもふれたように

炉は検出されていない。

第93号住居址よりに逆位の埋襲（第117図－1）が検出された。底部を欠く大形の深鉢で、掘り

込みの下部に礫があったため、口縁をそれにあわせて壊して埋設している。

遺物　遺物は少ない。土器は伏餐以外は破片である。1は大形の探鉢で胎土も良く堅緻に焼か

れている。ラッパ状に開く口縁は無文で、口唇は肥厚し内傾している。頸部にはみみずく状把手を

8個配しその間を隆帯がつないでいる。その下部には隆帯の懸垂文とそれをつなぐ鎖文が施され、

雨だれ状の刺突が充填している。伏賓のため底部がないが、この手の土器の中では優晶である。

第118図　第88号住居址実測図（S＝1／80）
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3は浅鉢である。

石器は打製石斧と磨製定角石斧が各1点出土しているのみである0

時期は、中期後薬Ⅱ期に属する。
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第119図　第88号住居址床面出土土器（1／3）
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⑳　第88号住居址（第118・119図）

遺構　本住居址は調査区の最も西側にあり、井を狭んだ東は埋立保存箇所である。周辺からは

縄文時代の住居址は確認されていない。北側は第89号住居址が貼床している。

東側は未発掘であるが、プランは円形を呈すと思われ東西方向4．7mを測る。主軸方向はN－570－

Wである。壁高は西で40cm前後、東は井のためはっきりしない。床面はほぼ平坦で堅微である。

炉は西に寄ってあり、掘炬燵状石囲炉で炉石はすべて抜かれている。主柱穴は・2、4が考えら

れ、もとは4本であろう。

遺物　土器はすべて破片で器形を知り得るものはない。

石器は敲打器3、打製石斧2、磨製の蛤刃・乳棒状石斧・特殊磨石各1の9点が出土している。

時期は中期後葉Ⅱ期に属する。6はI期のもので混在と思われる。

第120図　第92号住居址実測図（S＝1／80）
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第121図　第92号住居址床面出土土器（1／3）

⑩　第92号住居址（第120・121図）

遺構　当住居址は第81号住居址の西にあり、南西部は第86号住居址によって切られている0

南西部は田の土手のため壁は壊されている。プランは定かでないが、隅丸方形を呈すと思われ、

東西方向4．7mを測ることができる。床面はわずかにタタキが認められる位で全体軟弱であるo

P3のわきに5cmほどの厚さで焼土が検出されたのみで炉は認められなかった。柱穴は1・2・

4の3本があり、南西部は確認されていない。

遺物　土器は少なくすべて小破片である。石器はすべて床面出土で、打製石斧2、磨製乳棒状

石斧・敲打器・磨石各1の5点が出土している。

時期は土器が少なく決め難いが中期後菓Ⅱ期に属するであろう。

⑪　第93号住居址（第122・123図）

遺構　当住居址は第84号住居址北にあり切った状態で検出されたが、先にふれたように貼床が

あったものと考えられる。また東には第83号住居址、北東には第97号住居址が近接してある。

プランは不整の楕円形で5．5×4．3mを測る。主軸方向はN－280－Wである。壁高は25cm前後で

床面は全体に固くタタかれ堅緻である。

炉は中央やや北寄りに位置し、方形の石組炉である。四方とも細長い石を縦長にすえている0

炉の南わきには平盤な石がすえられており平盤石皿の可能性もある。

主柱穴は2、6、10・11、16の4本で14・15は入口施設の柱穴であろう。また炉の南と北に′ト

ピットがみられる。

遺物　満足な形で検出された住居址の割には土器は少ない。石器は打製石斧1点である0

時期は中期中葉井戸尻I期であろう。
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